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夢
想
和
歌･

連
歌

―
学
際
的
研
究
を
目
指
し
て
―

鶴　

﨑　

裕　

雄

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
一
一
月
一
日
、
浜
松
市
の
静
岡
文
化
芸
術
大
学
で

の
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
で
発
表
し
た
「
夢
想
連
歌 
―
慶
長
期
を
中
心

に
―
」
に
基
づ
く
。
そ
の
会
場
に
は
関
屋
俊
彦
氏
の
姿
も
見
え
た
。
関
屋

氏
と
は
大
学
院
生
以
来
、
四
〇
年
以
上
に
及
ぶ
親
交
を
得
、
長
年
、
関
西

大
学
で
私
が
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
間
、
公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

中
世
文
学
会
で
の
私
の
発
表
に
は
幾
つ
も
の
質
問
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ

た
。
気
を
よ
く
し
た
私
は
早
速
に
帝
塚
山
学
院
大
学
に
帰
っ
て
、
学
会
で

の
成
果
を
話
し
た
と
こ
ろ
、
学
内
の
研
究
機
関
「
国
際
理
解
サ
ロ
ン
」
で

夢
と
古
典
文
学
の
多
角
的
な
視
野
か
ら
昨
年
（
平
成
二
八
年
）
二
月
一
五

日
、
帝
塚
山
学
院
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

論
題
は
「
夢
と
の
対
話
―
連
歌･

文
学･

心
理
学
の
視
点
か
ら
―
」、
パ

ネ
ラ
ー
は
心
理
学
、
特
に
夢
の
分
析
が
専
門
の
広
瀬
隆
氏
、
中
国･

朝
鮮

･

日
本
の
漢
詩
文
学
専
門
の
福
島
理
子
氏
と
私
（
鶴
﨑
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
は
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
専
門
の
中
川
謙
氏
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
な
か
な
か
の
盛
況
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
帝
塚
山
学
院
大

学
の
『
国
際
理
解）

1
（

』
42
号
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
、
私
の
中
世
文

学
会
で
の
発
表
を
中
心
に
、
夢
想
和
歌･

連
歌
の
み
、
以
下
に
纏
め
る
こ

と
と
す
る
。

　

な
お
本
稿
は
、
副
題
に
「
学
際
的
研
究
を
目
指
し
て
」
と
付
け
た
よ
う

に
少
し
で
も
他
の
研
究
分
野
、
主
に
心
理
学･

精
神
医
学･

情
報
メ
デ
ィ

ア
学･

民
俗
学
な
ど
の
方
々
に
も
お
読
み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
引
用
資
料

な
ど
は
漢
字
に
直
し
、
句
読
点
や
ル
ビ
を
施
し
て
読
み
や
す
い
よ
う
に
心

が
け
た
。
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一　
『
万
葉
集
』
の
夢
の
和
歌
―
『
袋
草
紙
』
以
前
―

　

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
古
代
か
ら
夢
は
、
特
に
夢
の
中
で
聞
く
言
葉
や

詩
歌
は
神
の
啓
示
と
思
わ
れ
、
我
々
の
祈
念
や
願
望
を
表
す
文
芸
作
品
と

な
っ
て
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
。
外
国
に
は
ヤ
コ
ブ
の
梯
子
や
荘
子
の
胡
蝶

の
夢
な
ど
が
あ
り
、
わ
が
国
に
は
和
歌
や
連
歌
に
夢
想
の
歌
や
句
が
残
さ

れ
て
い
て
、『
新
古
今
和
歌
集）

2
（

』
巻
第
十
九 

神
祇
歌
一
八

五
五
の
住
吉
明
神
の
歌
、

夜
や
寒
き
衣
や
薄
き
片
そ
ぎ
の
ゆ
き
合
ひ
の
間
よ
り
霜
や
置
く
ら
ん

な
ど
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
神
や
仏
の
歌
を
示
す
「
左
注
」
が
あ
っ
て
、

「
住
吉
の
御
歌
と
な
ん
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
夢
想
和
歌
は
、
平
安
時
代

中
期
、
保
元
二
年
（
一
一
五
八
）
頃
、
藤
原
清き
よ
す
け輔

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

歌
論
書
『
袋
草
紙
』
な
ど
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
以
前
、『
万
葉
集
』
に
も
夢
の
歌
は
載
る
が
、
神
や
仏
の
示
現
や
託

宣
の
歌
で
は
な
く
、
恋
人
を
思
っ
て
寝
た
夜
の
夢
や
、
夢
に
現
れ
な
い
恋

人
に
恨
み
言
を
詠
む
相そ
う
も
ん聞

の
歌
が
多
い
。
少
し
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
『
万
葉
集）

3
（

』
二
「
挽ば

ん
か歌

」
に
は
、
天
智
天
皇
の
亡
く
な
っ
た
時
、

姓
氏
未
詳
の
女
性
の
長
歌
一
五

〇

を
載
せ
る
。

う
つ
せ
み
し
神
に
堪あ

へ
ね
ば
…
…
君
そ
昨き

そ
の
よ夜

夢
に
見
え
つ
る

　

天
皇
が
崩
御
し
て
お
目
に
か
か
れ
な
い
の
で
夢
で
お
会
い
し
た
と
い
う

歌
意
で
あ
る
。
同
じ
く
巻
第
二
「
挽
歌
」
に
「
天
皇
崩
之
後
八
年
九
月
九

日
奉
為
御
斎
会
之
夜
、
夢
裏う
ち

習
賜
御
歌
一
首
」
の
題
詞
（
詞
書
き
）
の
長

歌
一
六

二

が
あ
る
。
天
武
天
皇
没
後
八
年
の
持
統
天
皇
（
天
武
天
皇
妃
）
の
歌

で
、
歌
の
中
に
は
「
夢
」
の
文
字
は
な
い
。

　
「
夢
の
裏
」
の
題
詞
は
次
の
歌
三
八

七
〇
に
も
あ
る
。

　
　
　
　

夢
の
裏
に
作
る
歌
一
首

　
　

新あ
ら
き
だ

墾
田
の
鹿し

し

だ
猪
田
の
稲
を
倉
に
蔵つ

つ
み
て

　
　
　
　
　

あ
な
ひ
ね
ひ
ね
し
吾
が
恋
ふ
ら
く
は

右
の
歌
一
首
は
忌い
み
べ
の
お
び
と
く
ろ
ま
ろ

部
首
黒
麿
の
夢
の
裏
に
此
の
恋
の
歌
を
作
り
て

友
に
贈
り
、
覚
き
て
誦
み
習
は
し
む
る
に
前
の
如
し
。

忌
部
首
黒
麿
が
夢
に
見
た
恋
の
歌
を
友
達
に
贈
っ
た
と
こ
ろ
、
友
達
が
前

に
作
っ
た
歌
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

巻
第
二
「
挽
歌
」
の
「
皇
子
尊
の
宮
の
舎
人
ら
慟か
な

し
び
傷
み
て
作
る
歌

廿
三
首
」
中
の
歌
一
七

五

に
、
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夢
に
だ
に
見
ざ
り
し
も
の
を
お
ぼ
つ
か
な

　
　
　
　
　

宮
出
も
す
る
か
佐さ

ひ日
の
隈く

ま
わ廻

を

が
あ
る
。
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
最
愛
の
草
壁
皇
太
子
が
亡
く
な
り
、

皇
太
子
に
近
侍
し
て
い
た
舎
人
が
陵
墓
の
佐
日
の
隈
廻
の
宮
に
出
仕
す
る

時
、「
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
」
と
詠
ん
だ
否
定
の
「
夢
」
で
、
睡
眠
中
の

夢
で
は
な
い
。

　

夢
が
本
格
的
に
詠
ま
れ
る
の
は
巻
第
四
「
相
聞
」
以
降
で
あ
る
。
坂
上

大お
お
い
ら
つ
め

嬢
が
大
伴
家
持
に
贈
っ
た
歌
の
一
つ
五
八

四

に
、

　
　

生
き
て
あ
ら
ば
見
ま
く
も
知
ら
ず
何
し
か
も

　
　
　
　
　

死
な
む
よ
妹
と
夢
に
見
え
つ
る

が
あ
る
。
大
嬢
の
夢
に
現
れ
た
家
持
が
「
あ
な
た
と
の
恋
の
た
め
に
死
ん

で
も
よ
い
」
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
「
生
き
て
い
た
ら
逢
う
こ
と
も
出
来

る
の
に
」
と
揶
揄
し
て
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　

家
持
に
は
多
く
の
女
性
と
恋
歌
の
贈
答
が
あ
る
。
そ
の
一
人
、
山
口
女

王
が
贈
っ
た
歌
六
〇

七

に
、

　
　

剣
太
刀
身
に
取
り
副そ

ふ
と
夢
に
見
つ

　
　
　
　
　

何
の
し
る
し
ぞ
も
君
に
逢
は
ん
為

が
あ
り
、
劔
や
太
刀
を
身
に
つ
け
た
夢
を
見
た
の
は
あ
な
た
に
逢
う
前
兆

だ
っ
た
の
か
と
詠
む
。
劔
や
太
刀
を
身
に
つ
け
る
夢
を
見
る
な
ど
『
夢
判

断
』
や
『
精
神
分
析
入
門
』
な
ど
で
知
ら
れ
る
フ
ロ
イ
ト
が
研
究
で
取
り

上
げ
そ
う
な
夢
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
の
恋
の
夢
に
は
、
恋
し
く
思
っ
て
い
る
と
思
う
相
手
の
恋
人

が
夢
に
現
れ
る
と
い
う
俗
信
が
よ
く
詠
ま
れ
る
。
あ
の
人
の
夢
を
見
る
と

あ
の
人
が
私
を
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
の
時
代
の
『
伊
勢
物

語
』
の
九
段
、「
東
下
り
」
の
歌
、

　
　

駿
河
な
る
宇
津
の
山
辺
の
う
つ
ゝ
に
も

　
　
　
　
　

夢
に
も
人
に
逢
は
ぬ
な
り
け
り

の
「
夢
に
も
逢
は
ぬ
な
り
け
り
」
の
恨
み
言
で
あ
る
。
駿
河
の
宇
津
の
山

で
都
に
帰
る
修
行
者
に
会
っ
て
、
手
紙
を
託
し
、「
起
き
て
い
る
現う
つ
つの

時
に

も
、
寝
て
い
る
夢
の
中
に
も
あ
な
た
に
は
逢
わ
な
い
。
あ
な
た
は
私
の
こ

と
を
思
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
」
と
詠
む
。
あ
な
た
が
思
っ
て
く
れ
な
い

の
で
私
の
夢
に
現
れ
な
い
と
い
う
恨
み
言
で
あ
る
。

　
『
万
葉
集
』
の
夢
を
詠
む
歌
は
本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
夢
想
和
歌



138

と
は
違
う
。
夢
想
和
歌
は
夢
を
見
る
人
が
詠
む
歌
、
詠
ん
だ
歌
で
は
な
く
、

神
や
仏
が
夢
を
通
し
て
詠
む
示
現
や
託
宣･

説
諭
の
歌
、
ま
た
は
亡
き
人
、

特
に
成
仏
で
き
ず
、
こ
の
世
を
彷
徨
う
亡
者
の
怨
念
の
歌
で
あ
る
。

二　

夢
想
和
歌
―
『
袋
草
紙
』
以
後
―

　

平
安
時
代
に
は
、
夢
は
神
や
仏
の
お
告
げ
、
お
諭さ

と

し
と
し
て
歌
に
詠
ま

れ
る
よ
う
に
な
る
。
夢
想
和
歌
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）

の
「
夢
想
」
の
項
に
は
「
①
夢
の
中
で
思
う
こ
と
。
②
夢
の
中
に
神
仏
の

示
現
が
あ
る
こ
と
」
と
あ
り
、『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）
の
「
夢
想

の
歌
」
に
は
「《
歌
学
用
語
》
夢
の
中
で
感
得
し
た
歌
。
神
仏
の
示
現
や
託

宣
に
結
び
つ
い
た
も
の
が
多
い
。
勅
撰
集
の
神
祇
の
部
に
採
択
さ
れ
る
。

清
輔
の
『
袋
草
紙
』
上
の
「
希
代
歌
」
の
章
に
「
神
明
御
歌
」「
仏
御
歌
」

「
神
仏
感
応
歌
」「
亡
者
歌
」
が
載
る
。『
袋
草
紙
』
以
後
『
沙
石
集
』『
古

今
著
聞
集
』
な
ど
に
夢
想
歌
の
説
話
が
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
。

　
『
袋
草
紙）

4
（

』
は
保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
頃
、
藤
原
清
輔
が
編
纂
し
た
歌

論
書
で
、
歌
集
や
歌
会
、
勅
撰
歌
人
た
ち
の
逸
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
、
上
巻
に
世
の
ま
れ
な
「
希
代
歌
」
と
し
て
、
次
の
神
社
の
「
神

明
御
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
①
大
神
宮
御
歌
（
伊
勢
神
宮
）、
②
宇
佐

御
歌
（
宇
佐
神
宮
）、
③
賀
茂
御
歌
（
賀
茂
神
宮
）、
④
平
野
御
歌
（
平
野

明
神
）、
⑤
稲
荷
御
歌
（
稲
荷
明
神
）、
⑥
春
日
御
歌
（
春
日
大
社
）、
⑦
大

原
野
御
歌
（
大
原
野
神
社
）、
⑧
三
輪
明
神
御
歌
（
三
輪
明
神
）
⑨
住
吉
御

歌
（
住
吉
大
社
）、
⑩
北
野
御
歌
（
北
野
神
社
）、
⑪
貴
布
祢
御
歌
（
貴
船

神
社
）、
⑫
熊
野
御
歌
（
熊
野
権
現
）、
⑬
天
宮
御
歌
（
六
請
神
社
）、
⑭
蟻

通
明
神
御
歌
（
蟻
通
神
社
）、
⑮
新
羅
明
神
御
歌
（
新
羅
明
神
）
で
あ
る
。

神
の
示
現
や
託
宣
は
斎
宮
や
巫
女
の
神
憑
り
に
よ
り
、
ま
た
は
夢
想
和
歌

に
よ
り
伝
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
夢
想
和
歌
を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
、

　

①
の
大
神
宮
御
歌
（
伊
勢
神
宮
）
は
、

　
　
　

草
の
花
な
び
く
を
ま
た
ず
露
の
身
の
置
処
な
く
歎
く
こ
ろ
か
な

　

是
は
大
中
臣
輔す
け
ひ
ろ弘

、
無
レ
闕
之
時
、
祭
主
事
を
祈
念
し
て
寝
た
る
夢

に
云
へ
る
歌
也
。

　

⑤
の
稲
荷
御
歌
（
稲
荷
明
神
）
は
、

　
　
　

な
が
き
よ
の
苦
敷
事
を
思
へ
か
し

　
　
　
　
　
　

何
な
げ
く
ら
む
か
り
の
や
ど
り
を

是
は
近
年
事
也
。
或
僧
聊
有
二
相
論
事
一
。
稲
荷
に
百
日
参
詣
祈
念
す　
　

る
夢
に
見
也
云
々
。



139

　

⑨
の
住
吉
御
歌
（
住
吉
大
社
）
は
、

　
　
　

夜
や
寒
き
衣
や
薄
き
片
そ
ぎ
の

　
　
　
　
　
　

ゆ
き
合
ひ
の
間
よ
り
霜
や
置
く
ら
ん

　
　

是
社
破
壊
之
由
、
奏
二
帝
王
一
と
て
見
レ
夢
歌
也
。

　

前
掲
の
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
住
吉
明
神
の
歌
で
、『
新
古
今
和
歌
集
』

の
真
名
序
に
も
「
い
は
む
や
、
す
み
よ
し
の
神
は
か
た
そ
ぎ
の
こ
と
ば
を

の
こ
し
」
と
し
て
、
巻
第
十
九
の
神
祇
歌
の
代
表
歌
と
し
て
い
る
。『
袋
草

紙
』
よ
り
前
の
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
ご
ろ
に
成
立
し
た
源
俊
賴
の
『
俊

賴
髄
脳）

5
（

』
に
は
、

こ
れ
御
社
の
年
つ
も
り
て
荒
れ
に
け
れ
ば
、
帝
の
御
夢
に
見
せ
た
て

ま
つ
ら
せ
給
へ
る
歌
な
り
。

と
あ
っ
て
、
天
皇
の
見
た
夢
想
和
歌
と
す
る
。『
袋
草
子
』
の
「
秦 

帝
王
」

と
『
俊
賴
髄
脳
』
の
「
帝
の
御
夢
に
…
」
の
相
違
が
興
味
深
い
。

　

⑭
蟻
通
明
神
御
歌
（
蟻
通
神
社
）
は
、

　
　
　

な
ゝ
わ
だ
に
わ
が
れ
る
玉
の
緒
を
ぬ
き
て

　
　
　
　
　
　

あ
り
と
ほ
し
と
も
し
ら
ず
や
あ
る
ら
ん

　
　

是
、
昔
か
の
明
神
の
社
の
辺
に
、
旅
客
の
宿
る
夢
に
示
給
歌
云
々
。

と
あ
っ
て
、『
貫
之
集
』
や
『
枕
草
子
』
に
み
え
る
蟻
通
明
神
の
伝
承
を
旅

人
が
夢
に
見
た
の
で
あ
る
。

　
『
袋
草
紙
』
に
は
な
い
が
、
和
泉
式
部
と
熊
野
権
現
の
贈
答
歌
も
記
し
て

お
き
た
い
。
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
ご
ろ
成
立
の
『
風
雅
和
歌
集
』
神

祇
の
歌
二
一

〇
九
、

　

も
と
よ
り
も
塵
に
交
は
る
神
な
れ
ば
月
の
障
り
も
な
に
か
苦
し
き

是
は
和
泉
式
部
、
熊
野
へ
詣
で
た
り
け
る
に
、
障
り
に
て
奉
幣
か
な

は
ざ
り
け
る
に
「
晴
れ
や
ら
ぬ
身
の
う
き
く
も
の
た
な
び
き
て
月
の

障
り
と
な
る
ぞ
か
な
し
き
」
と
詠
み
て
寝
た
り
け
る
夜
の
夢
に
、
告

げ
さ
せ
給
ひ
け
る
と
な
む
。

で
あ
る
。
和
泉
式
部
が
熊
野
詣
で
の
途
上
、
汚
れ
と
さ
れ
る
生
理
に
な
っ

た
。
参
詣
は
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、「
月
の
障
り
と
な
る
ぞ
悲
し

き
」
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
の
夢
に
「
塵
に
交
は
る
神
な
れ
ば
月
の

障
り
も
な
に
か
苦
し
き
」
と
い
う
熊
野
権
現
の
歌
を
得
た
。
神
と
の
贈
答

歌
、
歌
に
よ
る
会
話
で
あ
る
。
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『
袋
草
紙
』
に
は
「
神
明
御
歌
」
の
次
に
「
仏
御
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
二
、
三
挙
げ
る
と
、

中
比
、
或
僧
夢
に
き
よ
け
な
る
僧
三
人
寄
合
て
よ
み
け
る
歌
。
一
人

は
「
あ
は
れ
な
り
」、
次
の
僧
「
ひ
は
く
れ
か
た
に
な
り
ぬ
れ
ど
」、

又
次
「
に
し
に
ゆ
く
べ
き
人
の
な
き
か
な
」。
是
無
レ
疑
仏
菩
薩
歟
。

　
　
　

朝
ご
と
に
は
ら
ふ
塵
だ
に
あ
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　

今
い
く
よ
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
ん

　

清
水
寺
観
音
御
歌
の
最
後
の
歌
に
は
、

　
　
　

梅
の
木
の
枯
た
る
枝
に
鳥
の
ゐ
て

　
　
　
　
　
　

花
さ
け
〳
〵
と
鳴
く
ぞ
わ
り
な
き

此
は
て
の
歌
は
、
ま
づ
し
き
女
、
清
水
寺
に
百
日
参
り
、
な
く
〳
〵

祈
念
す
る
夢
に
、
御
帳
の
中
よ
り
小
僧
出
で
来
り
て
云
ひ
け
る
歌
也
。

な
ど
、
夢
の
中
で
、
仏
に
諭
さ
れ
る
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
新
続
古
今
和

歌
集
』
釈
教
八
一

六

に
も
載
る
。『
袋
草
子
注
釈）

6
（

』
は
「
鳥
」
は
「
貧
し
き
女
」、

「
花
サ
ケ
〳
〵
ト
鳴
」
く
の
は
、
身
分
不
相
応
な
富
貴
の
祈
念
を
「
ワ
リ
ナ

キ
」
こ
と
と
諭
す
歌
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
夢
想
和
歌
は
総
て
成
就

す
る
の
で
は
な
く
、
成
就
せ
ず
に
諭
さ
れ
る
夢
も
あ
る
。

　

神
仏
を
感
動
さ
せ
た
「
神
仏
感
応
歌
」
の
一
つ
に
、
津つ

も
り
の
く
に
も
と

守
国
基
の
歌
を

挙
げ
る
。

　
　
　

と
し
ふ
れ
ど
老
も
せ
ず
し
て
わ
か
の
う
ら
に

　
　
　
　
　
　

幾
代
に
な
り
ぬ
玉
津
嶋
姫

是
は
堂
建
立
之
時
、
壇
の
石
取
り
に
紀
伊
国
に
渡
る
に
、
若
浦
の
玉

津
嶋
に
神
社
あ
り
。
尋
ね
聞
け
ば
、
衣
通
姫
の
此
所
を
面
白
が
り
給

ひ
て
、
神
と
現
じ
て
垂
レ
跡
給
ふ
也
と
云
々
、
彼
渡
の
人
申
し
て
り

け
れ
ば
、
よ
み
て
奉
る
也
。
其
夜
の
夢
に
唐
髪
上
て
裳
唐
衣
き
た
る

女
十
人
許
出
で
来
て
、
嬉
し
き
慶
び
に
云
ふ
な
り
と
て
、
可
レ
取
レ
石

ど
も
を
教
レ
之
。
夢
さ
め
て
如
レ
教
求
レ
之
に
、
如
ニ
夢む

ご
く告

一
有
レ
石
。
令

二
石
造
破
一
レ
之
、
一
度
に
十
二
顆
に
破わ

れ
わ
れ々

て
、
壇
の
餝
石
に
剋
レ
之

云
々
。

と
あ
る
。
津
守
国
基
は
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
住
吉
社
の
神
主
家
に
生

ま
れ
、
三
十
九
代
目
の
神
主
で
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
ほ
か
勅
撰
集
に
二
〇

首
入
集
し
た
白
河
天
皇
時
代
の
歌
人
で
あ
る
。
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）

八
〇
歳
で
没
し
た
。

　

成
仏
で
き
な
い
亡
者
の
歌
の
一
つ
に
、
小
野
小
町
の
歌
が
あ
る
。
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秋
風
の
う
ち
ふ
く
ご
と
に
あ
な
め
〳
〵

　
　
　
　
　
　

小
野
と
は
い
は
じ
す
す
き
生
ひ
た
り

人
の
夢
に
野
の
途み

ち

に
目
よ
り
薄
生
ひ
た
る
人
有
り
。
称
二
小
野
一
。
此

歌
を
詠
ず
。
夢
覚
め
て
尋
ね
見
る
に
有
二
一
髑
髏
一
。
目
よ
り
薄
生
ひ

た
り
。
取
二
其
髑
髏
一
閑か

ん
じ
よ所

に
置
レ
此
云
々
。
知
二
小
野
屍
一
云
々
。

　

絶
世
の
美
人
、
小
野
小
町
の
髑
髏
は
中
世
の
思
想
、
美
意
識
の
代
表
で

あ
る
。
こ
の
思
想･

美
意
識
が
夢
に
現
れ
る
。

　

以
上
、
和
歌
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
稿
の
主
目
的
は
夢
想
連
歌
で
あ
る

が
、
連
歌
の
母
胎
と
い
う
べ
き
和
歌
に
つ
い
て
も
瞥
見
し
て
お
い
た
。
特

に
注
3
で
記
し
た
よ
う
に
、
神
道
宗
紀
氏
の
ご
指
摘
に
よ
り
『
万
葉
集
』

に
も
一
応
目
を
通
し
て
み
た
。
そ
こ
で
気
付
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
万
葉

集
』
の
夢
は
、
挽
歌
の
よ
う
な
故
人
を
偲
ぶ
追
悼
歌
や
、
相
聞
の
よ
う
な

男
女
の
恋
情
や
怨
恨
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
袋
草
紙
』
に
な
る

と
神
や
仏
や
亡
者
と
い
っ
た
現
世
の
人
間
を
超
越
し
た
、
人
知
で
は
計
り

知
れ
な
い
示
現
や
託
宣･

諭
し
が
夢
に
歌
わ
れ
る
。
こ
こ
に
二
つ
の
相
違

が
あ
っ
て
、『
万
葉
集
』
の
夢
は
広
義
の
夢
想
和
歌
、『
袋
草
紙
』
の
夢
は

狭
義
の
夢
想
和
歌
と
呼
ん
で
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
に
こ
の
よ
う
な
分
析
が
あ
る
の
か
ど
う
か
知
ら
な
い
が
、
一
応
の
目

途
を
つ
け
て
、
以
下
、
本
論
の
夢
想
連
歌
に
筆
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

三　

戦
国
期
の
夢
想
連
歌
一
覧 

―
『
連
歌
総
目
録）

7
（

』
よ
り
―

　

平
成
二
七
年
度
中
世
文
学
会
秋
季
大
会
の
私
の
発
表
は
慶
長
期
の
夢
想

連
歌
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
平
成
二
七
年
は
大
坂
夏
の
陣
の
四
百
年
に
当

た
り
、
私
も
講
演
な
ど
を
頼
ま
れ
て
、
秀
吉
没
か
ら
大
坂
夏
の
陣
ま
で
の

慶
長
年
間
を
扱
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
さ
ら
に
遡
り
、
応
仁
元

年
（
一
四
六
七
）
の
応
仁
の
乱
勃
発
か
ら
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
大

坂
夏
の
陣
、
い
わ
ゆ
る
元
和
偃
武
ま
で
の
夢
想
連
歌
を
眺
め
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
間
、
約
一
五
〇
年
、
一
世
紀
半
の
現
存
す
る
夢
想
連
歌
を
『
連

歌
総
目
録
』
に
よ
っ
て
以
下
、
一
覧
表
に
ま
と
め
る
。
表
は
、
上
よ
り
興

行
の
年
月
日
、
興
行
の
場
所･

目
的･

主
催
者
な
ど
、
発
句
、
主
な
連
衆

（
発
句･

脇
作
者
）
の
順
に
記
す
。
注
目
す
べ
き
作
品
に
は
頭
に
ゴ
シ
ッ
ク

の
○
番
号
を
付
け
、
後
に
解
説
を
試
み
た
。
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（
興
行
年
・
月
・
日
）

（
場
所
ほ
か
）
（
発　

句
）

（　

連　
　

衆　

）

①
延
徳
2
一
四

九
〇
・
9
・
＊

住
吉
法
楽

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
へ
哉（

な
れ
イ
）

　
　

発
夢
想
・
宗
祇
（
以
下
宗
祇
独
吟
）

　

延
徳
3
一
四

九
一
・
6
・
22

う
ち
解
く
る
氷
の
隙
の
朝
霞

発
夢
想
2

・
脇
御
製
後
土
御
門
天
皇
58

・
勝
仁
後
の
後
柏
原
天
皇
40

（
両
吟
）

　

大
永
3
一
五

二
三
・
11
・
3

北
野
法
楽

染
や
ら
ぬ
色
し
も
ふ
か
し
木
木
の
庭

発
無
記
・
脇
親
王
御
方
・
帥
大
納
言
三
条
西
公
条
・
冷
泉
中
納
言
為
孝
・

鷲
尾
中
納
言
隆
康
・
菅
宰
相
五
条
為
学

②
享
禄
4
一
五

三
一
・
11
・
25

あ
け
ほ
の
の
う
は
ら
そ
深
き
嵐
吹
く

発
夢
想
・
脇
氏
輝
今
川
・
藤
松
・
宗
長
96

・
為
綱

　

天
文
10
一
五

四
一
・
3
・
＊

散
り
て
猶
花
に
ま
さ
れ
る
庭
の
雪

発
夢
想
・
脇
宗
養
99

　

天
文
18
一
五

四
九
・
4
・
＊

名
も
よ
し
や
い
な
は
も
吉
や
池
水
に

発
・
脇
夢
想
2

・
清
歩
1

・
宗
元
41

（
以
下
句
上
な
し
）

　

天
文
21
一
五

五
二
・
11
・
21

杵
築
奉
納

千
世
か
け
て
神
代
い
は
ふ
や
御
代
の
晴

発
無
記
・
脇
晴
久
尼
子
9

・
国
久
・
誠
久
・
宗
養
10

ほ
か

　

天
文
23
一
五

五
四
・
10
・
＊

大
山
祇
社

吉
吉
と
吉
備
の
あ
に
よ
り
□
か
か
や
く

発
・
脇
夢
想
（
以
下
句
上
な
し
）

　

弘
治
3
一
五

五
七
・
2
・
10

大
山
祇
社

い
つ
れ
に
も
鬼
の
浄
土
は
こ
の
世
に
て

発
御
・
脇
御
・
通
正
4

・
通
秋
8

・
玉
峰
7

・
松
千
代
2

・
松
寿
3

ほ
か

　

永
禄
1
一
五

五
八
・
8
・
17

雪
の
ひ
か
り
は
と
も
し
火
そ
か
し

発
無
記
・
脇
椿
梶
井
宮
最
胤
13

・
禅
元
19

・
兼
右
17

・
禅
秀
16

・
康
雄
9

ほ
か

　

永
禄
3
一
五

六
〇
・
2
・
6

仙
人
の
に
ほ
ふ
袖
か
な
か
す
む
ら
ん

発
・
脇
御
・
元
隆
2

・
全
朔
13

・
友
世
16

・
知
春
22

ほ
か

　

永
禄
4
一
五

六
一
・
2
・
1

若
菜
こ
そ
さ
な
か
ら
種
の
し
る
へ
な
れ

発
御
・
脇
元
隆
6
・
真
清
9
・
真
清
15
・
守
安
9
・
全
朔
12
・
友
世
14

ほ
か

　

永
禄
4
一
五

六
一
・
11
・
1
〜
3

年
々
に
か
は
ら
ぬ
梅
の
匂
ひ
哉

発
・
脇
御
・
真
清
ほ
か
、
現
存
の
第
1
・
第
3
・
第
6
・
第
7
・
第

9
・
第
11
（
？
）
の
発
句
が
夢
想

　

永
禄
11
一
五

六
八
・
12
・
25

風
た
に
も
お
も
ふ
か
か
た
の
富
士
の
雪

発
無
記
・
脇
紹
巴
49

・
策
彦
50

　

元
亀
4
一
五

七
三
・
1
・
＊

大
山
祇
社

行
方
も
晴
れ
行
く
空
の
秋
の
月

発
御
・
吉
当
1

・
三
思
98

　

天
正
3
一
五

七
五
・
6
・
28

来
ん
人
に
残
ら
す
匂
へ
菊
の
花

発
夢
想
・
勝
俊
・
紹
巴
・
昌
叱
・
心
前
・
英
怙
・
家
久
・
光
久
ほ
か

③
天
正
3
一
五

七
五
・
10
・
9

（
秀
吉
＝
疑
問
）
ゆ
た
か
に
も
公
家
殿
上
人
の
こ
こ
ろ
哉

発
無
記
・
脇
松
1

・
紹
巴
16

・
白
14

・
玄
旨
14

・
玄
以
13

・
禅
永
11

・
昌

叱
15

ほ
か
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天
正
4
一
五

七
六
・
9
・
25

ち
る
花
に
劣
ら
ぬ
ほ
と
の
太
山
哉

発
御
・
脇
康
之
2

・
身
九
条
稙
通
カ
1

・
等
恵
16

ほ
か

　

天
正
7
一
五

七
九
・
11
・
＊

大
山
祇
社

秋
ほ
こ
る
家
は
つ
つ
き
の
物
ぞ
か
し

発
御
・
脇
酉
歳
・
豊
祐
・
重
常
・
安
任
・
加
雪
ほ
か
（
句
上
な
し
）

④
天
正
10
一
五

八
二
・
8
・
18

（
秀
次
＝
存
疑
）
こ
き
く
る
舟
の
あ
と
の
遙
け
さ

発
・
脇
無
記
・
秀
次
豊
臣
カ
1
・
紹
巴
16
・
昌
叱
16
・
心
前
14
・
兼
如
11

ほ
か

　

天
正
12
一
五

八
四
・
2
・
＊

大
山
祇
社

は
た
ち
た
つ
ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
う
れ
し
く
て
発
御
・
脇
宥
永
・
松
陰
・
芦
雪
・
良
澄
・
宮
法
ほ
か
（
句
上
な
し
）

　

天
正
20
一
五

九
二
・
2
・
3

大
山
祇
社

筆
も
さ
か
ゆ
る
柳
名
子
す
け

発
御
・
脇
家
次
9
・
安
任
18
・
一
庵
6
・
光
秀
17
・
吉
次
13
・
政
重
9

ほ
か

　

天
正
20
一
五

九
二
・
8
・
15

忌
宮
神
社

た
ち
帰
る
い
は
れ
や
し
る
し
神
無
月

発
無
記
・
脇
輝
元
朝
臣
11

・
午
歳
1

・
秀
元
9

・
元
清
10

・
元
康
2

・
元

政
7

・
春
盛
15

ほ
か

　

天
正
20
一
五

九
二
・
9
・
19

大
山
祇
社

月
に
む
す
ふ
匂
を
う
つ
せ
宿
の
梅

発
御
・
脇
知
久
5
・
満
色
9
・
弥
覚
8
・
祖
讃
6
・
一
雲
4
・
令
讃
2

ほ
か

　

文
禄
3
一
五

九
四
・
1
・
23

霞
に
も
く
も
ら
ぬ
月
の
光
か
な

発
無
記
・
脇
一
道
1

・
紹
巴
10

・
他
阿
8

・
玄
仍
9

・
覚
阿
7

・
景
敏
後

の
昌
琢
7

ほ
か

　

慶
長
1
一
五

九
六
・
12
・
3

岩
つ
た
ふ
声
は
霧
間
の
磯
の
波

発
御
・
脇
云
聖
護
院
道
勝
12

・
白
聖
護
院
道
澄
19

・
右
兵
衛
佐
西
洞
院
時
慶
15

・
光
豊

勧
修
寺
13

ほ
か

⑤
慶
長
1
一
五

九
六
・
12
・
19

大
坂
御
城

世
を
し
れ
と
ひ
き
そ
あ
は
す
る
初
春
の

発
・
脇
御
・
太
閤
秀
吉
10

・
准
后
道
澄
8

・
昌
叱
9

・
重
然
古
田
織
部
6

・
前
左

大
臣
近
衛
信
輔
8

ほ
か

　

慶
長
2
一
五

九
七
・
1
・
23

梅
の
宮
め
て
た
き
此
代
あ
ふ
人
と

発
無
記
・
脇
一
継
1

・
杉
11

・
昌
叱
12

・
春
13

ほ
か

⑥
慶
長
3
一
五

九
八
・
7
・
21

ふ
る
き
枕
そ
し
ほ
れ
そ
ひ
ぬ
る

発
無
記
・
脇
義
光
最
上
9
・
景
敏
9
・
昌
叱
12
・
友
益
8
・
能
札
8
・
喜
吽
8

ほ
か

　

慶
長
3
一
五

九
八
・
7
・
29

心
も
ち
あ
ふ
き
の
風
に
月
出
て

発
・
脇
無
記
・
栄
任
2

・
昌
叱
12

・
友
益
8

・
景
敏
後
の
昌
琢
10

ほ
か

　

慶
長
3
一
五

九
八
・
9
・
1

太
宰
府
奉
納

波
風
の
た
ち
ゐ
に
こ
こ
ろ
つ
く
し
路
の

発
御
・
脇
長
俊
山
中
9
・
紹
巴
13
・
昌
叱
13
・
玄
仍
10
・
景
敏
後
の
昌
琢
8

ほ
か

　

慶
長
3
一
五

九
八
・
12
・
13
〜
15
新
田
八
幡
千
句
あ
ら
た
ま
る
年
の
初
め
に
し
も
国
の

発
御
・
脇
義
弘
島
津
1
・
其
阿
7
・
雖
歌
10
・
定
庵
11
・
紹
意
11
・
玄
香
9
・

起
雲
6

ほ
か



144

⑦
慶
長
4
一
五

九
九
・
2
・
25

朝
日
か
な
さ
か
ゆ
る
松
の
ほ
こ
り
け
り

発
無
記
・
脇
ね
ね
女
・
家
康
・
秀
忠
・
忠
吉
・
康
元
・
秀
康
・
定

勝
・
万
千
世
・
お
亀
・
宮
増
ほ
か

　

慶
長
4
一
五

九
九
・
4
・
7

大
仏

陰
ふ
か
き
花
は
と
き
は
の
林
か
な

発
無
記
・
脇
長
俊
山
中
8

・
他
阿
9

・
玄
以
9

・
紹
巴
10

・
景
敏
後
の
昌
琢
8

ほ
か

　

慶
長
5
一
六

〇
〇
・
1
・
20

み
と
り
子
の
幾
世
へ
ぬ
へ
き
し
る
へ
き
て
発
無
記
・
脇
秀
康
2

・
長
吉
2

・
茂
連
7

・
能
舜
10

・
能
札
10

ほ
か

　

慶
長
5
一
六

〇
〇
・
1
・
21

ち
る
も
香
は
八
重
九
重
の
宿
の
梅

発
願
主
・
脇
照
高
院
道
澄
10

・
准
后
1

・
紹
巴
10

・
日
野
大
納
言
9

・
昌

叱
11

ほ
か

　

慶
長
5
一
六

〇
〇
・
1
・
25

ま
か
な
く
に
水
上
清
き
若
菜
哉

発
無
記
・
脇
栄
任
7

・
昌
叱
12

・
忠
季
6

・
昌
琢
10

・
友
益
9

ほ
か

⑧
慶
長
5
一
六

〇
〇
・
3
・
7

空
も
海
も
汀
も
山
も
君
か
ま
ま

発
無
記
・
脇
満
茂
1

・
義
光
9

・
昌
叱
12

・
友
益
9

・
昌
琢
9

・
喜
吽
8

ほ
か

　

慶
長
5
一
六

〇
〇
・
6
・
27

軒
端
の
も
み
ち
は
な
さ
き
て
け
り

発
無
記
・
脇
准
后
御
方
1

・
御
製
後
陽
成
天
皇
1

・
式
部
卿
宮
8

・
禅
閤
8

⑨
慶
長
5
一
六

〇
〇
・
7
以
前

（
家
忠
没
）

な
り
も
な
く
か
さ
な
る
年
の
木
葉
哉

発
・
脇
無
記
・
玄
仍
11

・
他
阿
11

・
紹
巴
12

・
友
益
9

・
家
忠
8

ほ
か

　

慶
長
6
一
六

〇
一
・
2
・
25

朝
日
さ
す
蓬
の
矢
□
国
を
□

発
無
記
・
脇
友
重
1

・
一
重
1

・
御
金
1

・
氏
女
1

・
息
女
1

ほ
か

　

慶
長
6
一
六

〇
一
・
5
・
25

栄
ゆ
く
や
天
の
下
ゆ
く
紅
葉
哉

発
無
記
・
脇
安
中
法
橋
2
・
昌
叱
12
・
日
野
大
納
言
輝
資
10
・
右
衛
門
督

飛
鳥
井
雅
庸
10

ほ
か

　

慶
長
7
一
六

〇
二
・
1
・
16

如
水
公
夢
想

松
梅
や
末
長
か
れ
と
み
と
り
た
つ

発
御
・
脇
円
清
黒
田
孝
高
11

・
幸
円
1

・
長
政
1

・
古
庵
8

・
江
青
8

・
実

右
8

・
正
全
8

ほ
か

　

慶
長
9
一
六

〇
四
閏
8
・
14

雲
よ
り
も
な
を
あ
く
る
し
の
の
め

発
無
記
・
脇
秀
元
11

・
亥
歳
1

・
玄
仍
13

・
昌
琢
12

・
元
淳
8

・
友
益
11

ほ
か

⑩
慶
長
10
一
六

〇
五
・
9
・
27

白
山
万
句

す
ゑ
の
人
か
け
勧
進
し
て
こ
そ

発
無
記
・
脇
宗
甫
49

・
明
宗
51

（
両
吟
）
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慶
長
11
一
六

〇
六
・
2
・
25

君
か
代
も
我
ま
ま
に
こ
そ
な
れ
天
か
下

発
・
脇
無
記
・
御
願
主
1

・
御
長
1

・
玄
仍
18

・
能
存
10

・
茂
連
11

・
正

意
10

ほ
か

　

慶
長
12
一
六

〇
七
・
9
・
18

よ
ら
れ
て
も
立
も
と
ふ
る
や
秋
の
草

発
御
・
脇
元
通
12

・
色
13

・
詮
平
7

・
清
為
8

・
実
顕
12

・
吉
延
10

・
忠

治
9

ほ
か

　

慶
長
13
一
六

〇
八
・
2
・
22

と
り
も
ち
て
雨
に
こ
と
と
へ
郭
公

発
無
記
・
脇
宥
尊
7
・
勢
与
10
・
長
雲
9
・
正
雲
9
・
友
言
9
・
快
運
8
・

良
昌
8

ほ
か

　

慶
長
13
一
六

〇
八
・
6
・
26

豊
な
る
時
や
幾
世
の
春
な
ら
ん

発
友
・
脇
一
・
二
・
三
・
四
・
益
・
安
・
寂
・
珍
ほ
か

　

慶
長
13
一
六

〇
八
・
12
・
16

涼
し
さ
や
な
ら
ふ
に
し
る
き
門
の
前

発
御
・
脇
忠
治
16

・
色
22

・
吉
延
21

・
与
孝
18

元
通
22

⑪
慶
長
14
一
六

〇
九
・
5
・
29

発
句
＝
漢
句

近
臣
依
日
色
猶
益

発
御
・
脇
願
主
・
法
橋
兼
如
・
南
禅
以
心
伝
長
老
・
東
福
不
二
庵

集
雲
藤
長
老
ほ
か

　

慶
長
15
一
六

一
〇
・
2
・
2

乗
狄
お
そ
れ
さ
る
年
や
五
百
年
の
春

発
無
記
・
脇
如
休
・
猿
丸
・
友
三
・
如
白
ほ
か

　

慶
長
16
一
六

一
一
・
5
・
3

豊
国
社
会
所

住
吉
の
浦
に
あ
か
れ
は
明
神
の

発
無
記
・
脇
無
記
・
勝
吉
2

・
杉
13

・
西
洞
院
宰
相
時
慶
9

・
勢
与
8

・

禅
昌
9

ほ
か

　

慶
長
16
一
六

一
一
・
6
・
9

心
さ
へ
直
な
る
道
の
神
参
り

発
御
・
脇
頼
重
1

・
能
札
98

　

慶
長
16
一
六

一
一
・
11
・
16

松
竹
を
い
は
へ
る
神
の
初
ま
つ
り

発
無
記
・
脇
道
与
7

・
玄
仲
12

・
昌
琢
13

・
正
清
7

・
能
札
11

・
紹
由
9

ほ
か

　

元
和
1
一
六

一
五
・
9
・
21

蓬
来
の
宝
の
亀
を
た
ま
は
り
て

発
無
記
・
脇
願
主
1

・
彦
五
丸
1

・
光
吉
1

・
豊
仲
11

・
永
信
13

ほ
か
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四　

夢
想
連
歌
の
背
景

　

右
に
挙
げ
た
夢
想
連
歌
の
一
覧
表
よ
り
注
目
し
た
い
連
歌
作
品
を
幾
つ

か
取
り
上
げ
る
。

①
宗
祇
の
夢
想

　

延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
九
月
の
住
吉
社
に
お
け
る
夢
想
を
発
句
と
し

た
宗
祇
独
吟
百
韻
。
こ
れ
に
は
次
の
夢
想
の
発
句
と
九
九
句
の
宗
祇
の
独

吟
の
前
に
、
か
な
り
長
い
序
文
が
あ
る
（
適
宜
、
私
に
漢
字
を
あ
て
た
）。

住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
哉　
　
　
　
　

御
（
夢
想
）

遠
里
を小

野の
の
雪
の
帰
る
さ　
　
　
　
　
　
　

宗
祇

　

い往に
し
年
の
冬
つ
か
た
、
雪
霰
ひ
ま
な
き
比
、
月
の
影
、
星
の
光

も
た
ど
〳
〵
し
く
、
夜
深
き
松
の
ひ
ゞ
き
さ
へ
え
な
ご
や
か
な
ら
ぬ
、

麻
の
ふ

衾す
ま
さ冴

え
か
へ
り
、
明あ

け

行ゆ
く

影
の
蓬
の
ま
ろ
寝
、
夢
の
通
ひ
も

た
え
は
つ
る
こ
ろ
、
い
か
に
ね
し
よ
哉
と
い
ふ
や
う
に
、
さ様ま
こ異と

な
る
人
、
発
句
を
う
ち
ず
ん誦

ず
る
と
み
え
て
目
さ
め
ぬ
。
則
下
の
句

を
つ
き
侍
り
し
を
、
思
へ
ば
は
か
な
し
や
。
こ
の
道
に
ふ経

る
ゝ
も
の
、

夢
み
る
事
は
常
の
如
く
思
ひ
な
が
ら
、
さ
す
が
に
さ
し
置
か
た
く
は

侍
れ
ど
、
近
き
年
比
は
世
の
う
き
ふ
し
も
か
ぎ
り
な
き
に
、
う
ち
そ　
　

へ
て
、
み乱だ
り
風
い
と
ゞ
し
く
て
、
言
の
は葉

草
く
さ
色
衰
へ
、
心
の
た種

ね
も
く朽

ち
は
て
ぬ
れ
ば
、
お思も
ひ
つ
ゞ
け
ん
も
物
う憂

く
て
過す

ぎ

行ゆ
く

程
に
、

年
く暮

れ
春
か返へ
り
、
秋
さ
へ
半
過す

ぎ

ぬ
。
齢
す
で
に
い

古

稀

に
し
へ
も
ま
れ

な
る
年
に
あ
た
り
、
よ
る
〳
〵
の
寝
覚
心
細
く
て
、
荻
の
音
、
鳫
の

涙
に
催
さ
る
ゝ
袖
の
う上へ
や
ら
ん
か
た
な
し
、
さ
る
は
今
一
度
神
に

ま
か
り
申
も
せ
ま
ほ
し
き
を
、
手
向
の
物
、
又
何
か
は
と
心
の
幣
取

敢
へ
ず
な
が
ら
、
こ
し
か
た
の
二
句
に
つ
ず
そ
へ
て
、
迷
は
ん
道
の

し
る
べ
に
も
と
お
も
ふ
心
し
か
な
り
。　　
　
　
　

宗 

祇

此
百
員韻

齢
古
稀
の
よ
し
侍
れ
は
、
明
応
元
比
に
や
。
写
本
端

つ
く
り
に
は
享
禄
五
極
月
と
云
々
、
こ
れ
は
筆
者
の
し
る
せ

し
時
の
を
心
な
く
は
し
に
し
る
せ
し
に
や
。

　

か
っ
て
、
宗
祇
は
、
雪
や
霰
の
降
る
寒
い
夜
、
夢
に
異
様
の
人
物
が
現

れ
、「
住
吉
の
松
こ
そ
道
の
し
る
べ
哉
」
と
い
う
夢
想
句
を
感
得
し
た
。
寒

い
夜
の
住
吉
の
神
、
そ
れ
は
『
袋
草
紙
』
に
記
さ
れ
た
「
夜
や
寒
き
衣
や

薄
き
」
の
夢
想
歌
の
神
で
あ
る
。
幾
年
か
後
、
宗
祇
は
感
得
し
た
夢
想
句

を
発
句
に
独
吟
百
韻
を
住
吉
の
神
に
奉
納
し
た
。
手
元
に
あ
る
静
嘉
堂
文

庫
の
連
歌
集
書）

8
（

を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
。

　

宗
祇
の
紀
行
文
『
筑
紫
道
記
』
に
も
夢
の
記
事
が
あ
る）

9
（

。
文
明
一
二
年

（
一
四
八
〇
、
右
の
住
吉
奉
納
独
吟
百
韻
の
一
〇
年
前
）
周
防
の
大
内
氏
を
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訪
ね
、
筑
紫
に
渡
り
、
太
宰
府
天
満
宮
に
詣
で
る
。
そ
の
途
中
、
遠
賀
川

右
岸
の
木
屋
瀬
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）
に
泊
ま
っ
た
夜
、

暁
近
き
夢
に
、
誰
と
な
き
男
、
天
神
と
名
乗
り
て
、
扇
を
予
に
給
は

る
と
見
侍
り
て
夢
醒
め
ぬ
。
則
同
行
に
語
れ
ば
、
皆
こ
と
ぶ
き
合
へ

り
。
誠
に
神
の
冥
助
あ
る
に
こ
そ
と
頼
も
し
く
な
む
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
太
宰
府
に
着
い
て
、
宿
坊
の
満
盛
院
で
は
、

深
野
筑
前
守
と
い
ふ
人
来
る
。
こ
の
郡
の
郡
司
也
。
扇
を
携
へ
て
、

心
ざ
す
当
社
に
て
此
扇
を
得
る
事
、
夢
の
告
思
ひ
合
て
、
い
と
ゞ
神

慮
有
難
く
な
む
。

と
記
す
。
道
中
、
天
神
と
名
乗
る
男
か
ら
扇
を
得
る
夢
を
見
た
。
そ
し
て

太
宰
府
の
天
満
宮
で
実
際
に
扇
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
夢
で
は
な
く
現

実
に
天
神
か
ら
扇
を
賜
っ
た
と
宗
祇
は
喜
ん
で
記
し
た
。

②
今
川
家
に
お
け
る
連
歌
師
宗
長

　

享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
一
一
月
二
五
日
の
夢
想
連
歌
は
、
宗
祇
の
弟

子
宗
長
が
仕
え
る
今
川
氏
親
の
息
氏
輝
の
夢
想
句
が
発
句
で
あ
る
。
脇
は

夢
を
見
た
氏
輝
、
第
三
は
藤
松
、
四
句
目
か
ら
九
九
句
目
ま
で
は
宗
長
の

独
吟
、
揚
げ
句
は
為
綱
、
執
筆
を
務
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
百
韻
も
右

の
住
吉
社
に
お
け
る
宗
祇
夢
想
百
韻
と
同
じ
く
、
静
嘉
堂
文
庫
の
連
歌
集

書
に
載
る
。
発
句
か
ら
四
句
目
ま
で
を
見
る
と
、

明
ほ
の
ゝ
う
は
ら
そ
深
き
嵐
ふ
く　
　
　
　

御
（
夢
想
）

狩
す
る
雪
に
月
の
こ
る
比　
　
　
　
　
　
　

氏
輝

水
こ
ほ
る
野
を
ふ
み
し
る
き
駒
な
へ
て　
　

藤
松

朝
と
く
出
る
宿
の
た
ひ
人　
　
　
　
　
　
　

宗
長

　

こ
れ
に
も
次
の
よ
う
な
序
文
が
あ
る
。

御
夢
想
と
て
い
か
ゝ
申
候
へ
共
、
独
吟
に
さ
せ
ら
れ
候
、
廿
五
日
未

明
よ
り
其
日
の
五
時
に
や
う
〳
〵
仕
候
。
如
斯
老
耄
共
の
歓
楽
と
覚

え
候
。

　

こ
の
年
、
享
禄
四
年
、
宗
長
は
八
四
歳
、
翌
年
、
享
禄
五
年
（
天
文
元

年
）
三
月
六
日
に
没
す
る
。
亡
く
な
っ
た
年
月
日
は
三
条
西
実
隆
の
日
記

『
実
隆
公
記
』
な
ど
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
亡
く
な
っ
た
場
所
は
明
確
で
は

な
い
。
宗
長
自
身
の
晩
年
の
記
録
で
あ
る
『
宗
長
日
記
』
は
、
こ
の
百
韻
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よ
り
一
ヶ
月
程
前
、
享
禄
四
年
一
〇
月
あ
た
り
で
終
わ
っ
て
い
る
。
宗
長

の
亡
く
な
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
宗
長
の
自
庵
の
柴
屋
軒
（
丸
子
の
柴

屋
寺
）
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
も
最
晩
年
に
は
小
田
原
か
鎌
倉
辺
り
に

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
点
、
こ
の
氏
輝
の
夢
想
句
は
、
宗
長
の
亡
く

な
っ
た
場
所
の
手
掛
か
り
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
百
韻
、
駿
府
や

丸
子
で
詠
ま
れ
た
の
か
、
小
田
原
か
鎌
倉
で
詠
ま
れ
た
の
か
、
藤
松
や
為

綱
が
有
力
な
手
掛
か
り
と
な
る
か
も
知
れ
な
い）
10
（

。
連
歌
と
は
直
接
関
わ
り

の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
史
料
と
し
て
の
連
歌
の
一
面
で
あ
る
。

③
④
秀
吉･

秀
次
連
歌
に
疑
問

　

天
正
三
年
一
〇
月
九
日
の
百
韻
に
は
疑
問
が
あ
る
。
脇
を
詠
む
「
松
」

で
あ
る
。
連
衆
名
の
松
は
一
字
名
（
連
歌
名
）
と
い
っ
て
、
高
貴
な
身
分

の
者
、
例
え
ば
親
王
や
門
跡
の
准
后
、
摂
政･

関
白･

太
政
大
臣
と
い
っ

た
高
位
高
官
が
和
歌
や
連
歌
を
詠
む
時
の
作
者
名
、
い
わ
ば
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

同
じ
連
衆
に
「
白
」
と
あ
る
の
は
聖
護
院
門
跡
道
澄
（
後
に
照
高
院
）
の

一
字
名
、
慶
長
一
三
年
一
二
月
一
六
日
の
百
韻
の
「
色
」
は
桂
離
宮
を
造

営
し
た
八
条
宮
智と
し
ひ
と仁

親
王
の
一
字
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
る
「
松
」
は
秀

吉
の
一
字
名
で
あ
る
。
問
題
は
天
正
三
年
の
段
階
で
秀
吉
が
一
字
名
を
名

乗
る
身
分
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
第
一
、
細
川
藤
孝
が
「
玄
旨
」
を
名
乗
る

の
も
、
信
長
が
亡
く
な
っ
た
天
正
一
〇
年
の
本
能
寺
の
変
以
降
で
あ
る
。

「
天
正
三
年
」
と
い
う
年
号
に
誤
り
が
あ
る
の
か
、
ま
た
は
「
ゆ
た
か
に
も

公
家
殿
上
人
の
こ
こ
ろ
哉
」
と
い
う
夢
想
の
発
句
そ
の
も
の
を
偽
作
と
し

て
疑
う
べ
き
か
。
高
位
高
官
を
望
み
、
高
貴
な
出
自
に
憧
れ
た
秀
吉
を
取

り
巻
く
夢
想
連
歌
な
の
で
疑
問
が
起
こ
る
。

　

同
様
に
、
天
正
一
〇
年
八
月
一
八
日
の
秀
次
が
第
三
を
詠
む
百
韻
に
も

関
わ
る
。
連
衆
名
の
秀
次
に
「
豊
臣
カ
」
と
し
た
の
は
私
（
鶴
﨑
）
で
あ

る
。
夢
想
連
歌
に
は
こ
の
よ
う
な
疑
問
が
多
い
。
夢
想
の
特
徴
と
い
え
よ

う
。⑤

朝
鮮
出
兵
前
の
秀
吉
の
夢
想
連
歌

　

朝
鮮
出
兵
の
文
禄
の
役
が
一
応
の
停
戦
を
迎
え
、
慶
長
元
年
（
一
五
九

六
、
文
禄
五
年
）
九
月
、
明
国
の
使
節
を
迎
え
た
が
講
和
は
決
裂
、
再
度

朝
鮮
出
兵
が
計
画
さ
れ
た
。
慶
長
の
役
で
あ
る
。
一
一
月
、
秀
吉
は
夢
で

住
吉
明
神
の
歌
を
感
得
、
秀
吉
は
早
速
、
細
川
幽
斎
に
話
し
た
。
こ
の
時

の
記
録
が
細
川
家
の
家
記
の
一
つ
『
綿め
ん
こ
う考

輯し
ゅ
う録ろ
く

』）
11
（

に
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
長
元
年
丙申 

文
禄
五
年
十
一

月
廿
七
日
改
元

（
略
）

一　

十
一
月
、
大
閤
御
夢
に
和
歌
を
得
給
ふ
、
幽
斎
君
是
を
御
祝
し

被
成
候
、
御
歌
序
文
と
も
に
、
慶
長
の
は
じ
め
の
年
、
仲
の
ふ
ゆ
、

大
坂
の
亭
に
う
つ
り
お
は
し
ま
し
ゝ
比
、
奇
瑞
の
異
夢
を
感
ぜ
ら
る
ゝ
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事
あ
り
、
其
和
歌
に
い
は
く
、

　
　
　

世
を
し
れ
と
ひ
き
ぞ
あ
は
す
る
初
春
の

　
　
　
　
　
　

ま
つ
の
み
ど
り
も
住
よ
し
の
神

　

凡
霊
夢
あ
り
、
喜
夢
あ
り
、
む
か
し
黄
帝
夢
に
華か

し
ょ胥

氏
の
国
に
あ

そ
ぶ
、
さ
め
て
の
後
天
下
大
に
治
れ
る
事
、
彼
境
の
ご
と
し
と
い
へ

り
、
又
殷
高
宗
の
良
佐
を
得
て
、
国
家
盛
な
り
し
事
、
め
で
た
き
夢

の
た
め
し
也
、
中
に
つ
き
て
松
ハ
十
八
公
の
名
あ
り
、
こ
れ
又
丁
固

の
夢
に
感
ぜ
し
嘉
兆
に
あ
ら
す
や
、
抑
住
吉
の
御
神
ハ
、
西
の
海
の

遠
き
塩
ぢ
よ
り
あ
ら
は
れ
出
て
、
ち
か
き
さ
か
ひ
に
迹
を
垂
給
へ
り
、

た
ゞ
こ
の
我
朝
を
鎮
護
し
た
ま
ふ
の
ミ
に
あ
ら
す
、
は
る
か
に
異
国

征
伐
の
御
ち
か
ひ
専
な
る
が
ゆ
へ
に
、
神
功
皇
后
の
三
韓
を
平
げ
給

ひ
し
時
も
、
此
御
神
こ
と
に
威
猛
を
施
し
た
ま
へ
り
と
そ
、
さ
れ
バ

こ
の
秋
津
洲
、
四
の
海
、
波
の
声
せ
ず
し
て
、
こ
ま
も
ろ
こ
し
も
な

び
き
し
た
が
ひ
た
て
ま
つ
る
事
、
た
ゞ
此
時
に
あ
り
、
其
久
し
き
行

さ
き
を
思
ふ
に
、
住
吉
の
松
に
、
こ
松
の
か
げ
を
な
ら
べ
つ
ゝ
、
一

木
々
々
に
、
千
よ
を
か
ぞ
へ
て
も
、
勁
節
枝
さ
か
へ
、
貞
姿
色
み
さ

ほ
に
し
て
、
猶
か
ぎ
り
な
き
御
齢
な
る
べ
し
、
い
ま
こ
の
事
を
き
く

ぞ
、
を
ろ
か
な
る
心
に
も
よ
ろ
こ
び
に
た
へ
す
、
い
さ
ゝ
か
筆
を
そ

め
て
祝
詞
を
た
て
ま
つ
る
と
い
ふ
事
し
か
也
、　　

法
印
玄
旨
上

　
　
　

住
よ
し
の
神
の
恵
も
あ
ら
は
れ
て

　
　
　
　
　
　

君
か
八
千
よ
を
松
の
こ
と
の
は

　

慶
長
元
年
一
二
月
一
九
日
、
秀
吉
は
大
坂
城
に
お
い
て
、
こ
の
時
の
感

得
し
た
和
歌
の
上
句
を
発
句
に
、
下
句
を
脇
句
に
し
て
、
百
韻
連
歌
を
催

し
た
。
再
度
の
朝
鮮
出
兵
の
予
祝
連
歌
で
あ
ろ
う
。
そ
の
初
折
表
八
句
は

次
の
通
り
で
あ
る
（
宮
内
庁
書
陵
部
本
に
よ
る
）。

世
を
し
れ
と
引
ぞ
合
は
す
る
初
春
の　
（
御
）

松
も（

の
イ
）み

ど
り　（

も
イ
）

の
住
吉
の
神

つ
ぼ
み
ぬ
る
梅
枝
〳
〵
咲
そ
へ

（
ひ
イ
）て　

　
　
　

大
閤

朝
な
〳
〵
の
う
ぐ
ひ
す
の
声　
　
　
　
　
　

照
高
院
准
后

長
閑
な
る
日
か
げ
に
雪
や
と
け
ぬ
ら
ん　
　

昌 

叱

月
は
葉
分
の
軒
の
呉
竹　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
新
大
納
言

簾
ま
く
そ
で
に
吹
く
る
秋
の
か
ぜ　
　
　
　

烏
丸
大
納
言

外
面
の
霧
の
は
れ
わ
た
る
空　
　
　
　
　
　

広
橋
中
納
言

　

連
衆
を
見
る
と
、
太
閤
は
秀
吉
、
照
高
院
准
后
は
既
述
の
聖
護
院
道
澄
、

昌
叱
は
紹
巴
と
と
も
に
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
連
歌
師
（
紹
巴
は
文
禄
四

年
、
秀
次
事
件
に
連
座
し
て
流
罪
、
近
江
に
謹
慎
中
、
第
一
線
で
は
昌
叱

が
活
躍
）。
日
野
新
大
納
言
は
輝
資
、
烏
丸
大
納
言
は
光
宣
、
広
橋
中
納
言
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は
兼
勝
、
ほ
か
に
、
重
然
と
あ
る
の
は
、
利
休
没
後
急
に
茶
道
界
で
勢
力

を
得
た
古
田
織
部
、
織
部
は
茶
道
で
名
が
知
ら
れ
る
以
前
、
連
歌
に
熱
心

で
、
紹
巴
や
昌
叱
と
親
し
か
っ
た）
12
（

。
連
衆
の
最
後
、
前
左
大
臣
は
近
衛
信

輔
、
こ
れ
よ
り
以
前
、
左
大
臣
を
辞
退
し
、
勅
勘
を
蒙
り
薩
摩
国
坊
津
に

配
流
さ
れ
て
い
た
が
、
慶
長
元
年
九
月
に
許
さ
れ
て
帰
京
し
た
。
後
、
信の
ぶ
た
だ尹

と
称
し
た
。
こ
の
よ
う
に
秀
吉
好
み
の
高
位
高
官
を
集
め
た
連
衆
で
あ
る
。

⑥
⑧
地
方
大
名
最
上
義
光
の
夢
想
連
歌

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
七
月
二
一
日
と
慶
長
五
年
三
月
七
日
、
上
洛

中
の
出
羽
の
大
名
最
上
義
光
は
連
歌
師
の
昌
叱･
景
敏
父
子
た
ち
と
二
つ

の
夢
想
連
歌
を
催
し
て
い
る
。
景
敏
は
後
に
昌
琢
を
名
乗
り
、
と
も
に
里

村
南
家
の
初
代･

二
代
で
あ
る
。
一
つ
目
の
夢
想
連
歌
は
、
秀
吉
が
慶
長

三
年
八
月
一
八
日
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
秀
吉
没
一
ヶ
月
前
の
連
歌
で
あ

る
。
ま
た
二
つ
目
の
夢
想
連
歌
は
、
関
ヶ
原
合
戦
勃
発
の
慶
長
五
年
九
月

一
五
日
の
六
ヶ
月
前
で
あ
る
。
し
か
し
義
光
は
関
ヶ
原
合
戦
よ
り
も
前
に

帰
国
し
て
い
る
。
隣
国
の
会
津
の
上
杉
氏
が
家
康
と
敵
対
し
て
石
田
三
成

に
与
し
、
不
穏
な
動
き
を
見
せ
て
い
た
。
義
光
は
家
康
の
勧
め
で
六
月
に

は
帰
国
の
途
に
つ
き
、
最
上
軍
と
上
杉
軍
の
合
戦
は
、
関
ヶ
原
合
戦
よ
り

も
早
く
、
九
月
一
一
日
、
最
上
領
内
で
始
ま
っ
た
。
し
か
し
関
ヶ
原
合
戦

で
の
石
田
軍
敗
北
の
報
せ
に
よ
り
上
杉
軍
は
撤
退
し
、
最
上
義
光
は
勝
利

を
得
た）

13
（

。

　

慶
長
三
年
と
慶
長
五
年
の
二
つ
の
夢
想
連
歌
に
は
秀
吉
の
不
調
や
徳
川

･

石
田
の
対
立
と
い
っ
た
政
情
の
不
安
は
窺
わ
れ
な
い
。
二
つ
の
夢
想
連

歌
の
連
衆
喜
吽
は
義
光
の
家
臣
筑
紫
喜
吽
、
後
の
上
杉
軍
と
の
合
戦
で
戦

死
し
た
。
二
つ
目
の
夢
想
連
歌
で
脇
句
を
詠
む
満
茂
も
義
光
の
家
臣
で
本

荘
氏
、
脇
句
を
詠
む
の
で
満
茂
の
見
た
夢
想
句
か
も
知
れ
な
い
。
満
茂
が

夢
想
の
こ
と
を
義
光
に
話
し
、
昌
叱･

景
敏
た
ち
を
招
い
て
催
さ
れ
た
連

歌
会
か
。
連
歌
好
き
の
主
従
が
想
像
さ
れ
る
。
最
上
義
光
の
連
歌
に
つ
い

て
は
山
形
市
の
最
上
義
光
歴
史
館
刊
行
の
『
最
上
義
光
連
歌
集
』
一
〜
三

に
、
国
会
図
書
館
の
連
歌
合
集
ほ
か
の
影
印
と
翻
刻
を
載
せ
る）
14
（

。

⑦
家
康
に
ま
つ
わ
る
夢
想
連
歌

　

⑧
と
⑦
の
順
序
が
逆
に
な
る
が
、
最
上
義
光
の
二
つ
の
夢
想
連
歌
の
後

に
徳
川
家
康
に
ま
つ
わ
る
夢
想
連
歌
を
挙
げ
る）
15
（

。
京
都
大
学
文
学
部
図
書

館
所
蔵
「
漢
和
雑
懐
紙
」（
国
文
Gm 

1
）
に
載
る
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）

二
月
二
五
日
の
「
夢
想
連
歌
」
で
あ
る
。
連
衆
名
の
下
の
（　

）
は
私
に

付
け
た
。

慶
長
四
年
二
月
廿
五
日

　

夢
想
連
歌
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朝
日
か
な
さ
か
ゆ
る
松
の
ほ
こ
り
け
り

四
方
の
霞
を
は
ら
ふ
松
風　
　
　
　
　
　

ね
ゝ
女

春
の
海
残
ら
す
波
も
治
り
て　
　
　
　
　

 

内
大
臣
家
康

釣
に
く
ら
せ
る
船
そ
長
閑
き　
　
　
　
　

 

中
納
言
秀
忠
（
家
康
三
男
、

二
代
将
軍

）

急
雨
や
芦
の
そ
よ
き
と
成
ぬ
ら
ん　
　
　
　
　

忠た
だ
よ
し吉

（
家
康
四
男
、

清
洲
城
主

）

月
に
あ
ま
た
の
雁
渡
る
な
り　
　
　
　
　
　
　

康
元
（
家
康
と　

異
父
兄
弟
）

い
ね
か
た
き
夜
長
さ
も
猶
草
枕　
　
　
　
　
　

秀
康
（
結
城
氏
、

家
康
二
男
）

秋
の
あ
ら
し
を
野
へ
の
か
た
し
き　
　
　
　
　

定
勝
（
家
康
と　

異
父
兄
弟
）

山
か
く
る
里
よ
り
霜
も
降
初
て　
　
　
　
　
　

万
千
世
（
家
康
五
男
、

水
戸
城
主　

）

下
葉
落
そ
ふ
陰
の
む
ら
竹　
　
　
　
　
　
　
　

お
亀
女
（
家
康
長
女
、

奥
平
氏
室　

）

暮
ぬ
れ
は
□
の
光
爰
か
し
こ　
　
　
　
　
　
　

宮
増 

池
水
ち
か
き
は
し
ゐ
涼
し
も　
　
　
　
　
　
　

お
ね
ゝ

萍
は
波
の
行
衛
に
か
た
よ
り
て　
　
　
　
　
　

宮
千
世

つ
な
く
間
あ
ら
す
渡
り
す
る
ふ
ね　
　
　
　
　

長
福
丸

袖
は
只
た
え
ぬ
市
路
の
帰
る
さ
に　
　
　
　
　

松
千
世
（
家
康
六
男
、

高
田
城
主　

）

笠
か
た
ふ
く
る
雨
の
を
ち
こ
ち　
　
　
　
　
　

国
千
世

問
よ
ら
ん
や
と
り
は
見
え
す
野
は
暮
て　
　
　

は
あ
女

ほ
の
か
也
け
る
峯
の
月
代　
　
　
　
　
　
　

お
さ
い
女

霧
や
ま
た
山
か
た
つ
き
て
残
る
ら
ん　
　
　
　

祖
景

吹
た
ゆ
み
た
る
秋
の
川
風　
　
　
　
　
　
　
　

正
直
（
保
科
氏
、　

室
は
家
康
妹
）

散
花
を
せ
ゝ
の
し
か
ら
み
か
け
留
て　
　
　
　

右
政

春
も
立
行
か
け
の
藤
波　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
清
（
竹
谷
松

平
氏　

）

時
鳥
弥
生
の
末
の
一
声
に　
　
　
　
　
　
　
　

康
隆

暮
ゝ
も
分
ぬ
旅
の
や
す
ら
ひ　
　
　
　
　
　
　

康
景
（
天
野
氏
、　　

家
康
幼
少
の
臣
）

余
波
猶
酒
の
盃
扱
か
さ
ね　
　
　
　
　
　
　
　

玄
与

祭
の
場
を
帰
る
衣
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
安

さ
す
も
只
小
舟
の
棹
の
隙
を
な
み　
　
　
　
　

忠
賢

よ
と
み
も
あ
え
ぬ
波
の
早
川　
　
　
　
　
　
　

三
益

降
雨
は
見
る
か
う
ち
よ
り
晴
と
を
り　
　
　
　

伊
長
（
松
平
氏
、　　

伏
見
城
で
戦
死
）

　

こ
の
夢
想
連
歌
は
誠
に
興
味
深
い
。
連
歌
の
あ
っ
た
慶
長
四
年
（
一
五

九
九
）
二
月
と
い
え
ば
、
関
ケ
原
合
戦
の
一
年
半
前
で
あ
る
。
し
か
も
、

秀
吉
没
後
の
豊
臣
政
権
の
維
持
を
任
さ
れ
た
五
大
老
の
内
、
前
田
利
家
が

閏
三
月
三
日
に
病
没
し
、
こ
れ
を
契
機
に
加
藤
清
正
や
黒
田
長
政
ら
秀
吉

子
飼
い
の
武
将
た
ち
が
石
田
三
成
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
、
三
成
は
家
康
の

許
に
逃
げ
込
み
、
近
江
国
佐
和
山
の
自
領
に
追
い
や
ら
れ
る
と
い
っ
た
政

局
変
換
の
慌
た
だ
し
い
時
期
の
直
前
で
あ
っ
た
。
懐
紙
に
よ
れ
ば
、
連
歌

興
行
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
家
康
の
館
や
そ
の
周
辺
に
連
衆
で
あ
る
家
康
の

息
子
や
弟
た
ち
、
嫡
子
（
三
男
）
秀
忠･

忠
吉･

異
父
弟
松
平
康
元･

次

男
結
城
秀
康･
異
父
弟
松
平
定
勝･

五
男
万
千
世
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
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に
な
る
。
秀
吉
や
利
家
没
後
の
不
安
な
政
情
で
、
こ
の
連
歌
に
よ
っ
て
一

族
郎
等
の
引
き
締
め
や
団
結
が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
な
ら
、
真
に
興
味
深

い
史
料
で
あ
る
。
宗
教
的
な
夢
想
連
歌
の
故
に
い
っ
そ
う
興
味
深
い
が
、

十
分
な
史
料
批
判
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
二
四
句
目
の
二
折
表
二
句
目
「
暮
ゝ
も
分
ぬ
旅
の
や
す
ら
ひ
」
を

詠
ん
だ
天
野
康
景
は
、
こ
の
時
、
六
三
歳
。
幼
少
よ
り
小
姓
と
し
て
仕
え
、

家
康
の
人
質
時
代
、
尾
張･
駿
河
に
従
い
、
三
河
三
奉
行
の
一
人
で
あ
つ

た
。『
寛
政
重
修
諸
家
譜）

16
（

』
に
、

天
正
三
年
正
月
康
景
が
下
女
夢
に
連
歌
の
句
を
覚
ゆ
。
さ
め
て
忘
れ

ず
。
こ
れ
を
康
景
に
告
。
康
景
其
句
吉
兆
な
り
と
お
も
ひ
た
ゞ
ち
に

言
上
す
る
の
と
こ
ろ
、
二
十
日
御
鎧
の
賀
儀
あ
る
に
よ
り
、
こ
の
道

の
宗
匠
を
め
し
、
夢
想
の
句
を
発
句
と
し
て
連
歌
の
会
あ
り
。
こ
の

年
長
篠
の
御
合
戦
勝
利
あ
り
て
武
田
家
の
勢
ひ
、
や
ゝ
お
と
ろ
へ
、

終
に
患
を
除
か
れ
し
か
ば
、
毎
年
嘉
例
と
し
て
こ
れ
を
行
は
る
。

と
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
家
康
の
誕
生
と
幼
名
に
ま
つ
わ
る
夢
想
連
歌
を
挙
げ
る
。

　

愛
知
県
碧
南
市
大
浜
の
称
名
寺
に
伝
わ
る
『
東
照
山
松
樹
院
称
名
寺
開

山
ヨ
リ
歴
代
年
譜）

17
（

』
に
、

一
、
当
寺
十
五
代
其
阿
上
人
一
天
大
和
尚
…
…
連
歌
之
達
人
ニ
而
広
忠

公
御
召
ニ
付
岡
崎
御
城
江
月
毎
ニ
登
城
に
て
、
折
々
広
忠
公
天
満
宮
江
御

参
詣
ニ
テ
御
連
歌
有
て
格
別
帰
依
僧
也
。
天
文
十
二
年
二
月
廿
六
日
夜

広
忠
公
天
満
宮
よ
り
御
連
歌
御
発
句
御
感
得
ニ
付
其
阿
上
人
一
天
大
和

尚
江
御
相
談
有
て
御
夢
想
開
之
御
連
歌
天
満
宮
於
神
影
前
御
興
行
有

之
、
同
年
十
二
月
廿
六
日
夜
東
照
宮
御
誕
生
被
為
遊
、
依
之
若
君
江

御
幼
名
奉
差
上
候
様
蒙
仰
候
ニ
付
御
連
歌
之
御
脇
句
に
依
竹
千
代
君
と

奉
献
上
候
処
、
御
満
悦
有
て
御
文
台･

御
硯
箱･

御
懐
紙･

御
硯･

御

水
入･

銀
子･

巻
物
等
を
拝
領
。
于
今
所
持
大
切
宝
物
ト
ス
。

と
あ
る
。
称
名
寺
に
は
別
に
、
こ
の
夢
想
連
歌
の
第
七
句
ま
で
の
懐
紙
が

丁
寧
に
表
装
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
　
　

天
文
十
二
年
二
月
廿
六
日
夜

　
　
　
　

於
称
名
寺
披

夢
想
之
連
歌

神
〳
〵
の
な
か
き
う
き
世
を
守
る
か
な

め
く
り
は
ひ
ろ
き
園
の
ち
よ
竹　
　
　
　
　

広
忠

玉
を
し
く
砌
の
月
は
長
閑
に
て　
　
　
　
　

其
阿

か
す
み
の
ひ
ま
に
は
ふ
く
友
鶴　
　
　
　
　

政
家
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雪
は
ま
た
残
る
う
ら
わ
の
明
離
れ　
　
　
　

弘
光

作
る
田
中
の
道
あ
ら
は
な
り　
　
　
　
　
　

易
屋

五
月
雨
に
晴
ま
し
ら
る
ゝ
里
つ
た
ひ　
　
　

相
阿

　

こ
の
家
康
誕
生
に
ま
つ
わ
る
夢
想
連
歌
の
伝
承
は
、
家
康
よ
り
家
宣
ま

で
の
歴
代
徳
川
将
軍
の
和
歌
や
連
歌
の
選
集
『
富
士
の
煙
』（
近
藤
守
重

撰
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
序
、
内
閣
文
庫
ほ
か
所
蔵
）
に
も
載

る
。⑨

三
河
武
士
松
平
家
忠
参
加
の
夢
想
連
歌

　

⑥
⑧
の
最
上
義
光
と
同
じ
よ
う
に
、
上
洛
し
た
連
歌
好
き
の
地
方
武
士

は
喜
々
と
し
て
都
の
連
歌
師
た
ち
と
交
流
し
た
。『
家
忠
日
記）

18
（

』
の
記
主
松

平
家
忠
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
家
忠
は
徳
川
家
康
と
同
じ
三
河
の
松
平
一

族
の
国
人
領
主
で
あ
っ
た
が
、
家
康
の
成
長
と
と
も
に
近
世
大
名
へ
の
道

程
が
日
記
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
家
忠
の
連
歌
の

形
態･

座
の
持
ち
方･

連
衆
の
顔
ぶ
れ
が
変
化
す
る）

19
（

。

　

家
忠
は
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
家
康
に
課
せ
ら
れ
た
伏
見
城
普
請

の
た
め
上
洛
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
日
記
の
記
事
は
少
な
く
な
る
が
、
早
速
、

「
京
都
連
歌
衆
」
と
交
流
を
持
ち
、
そ
の
時
の
連
歌
懐
紙
の
写
本
が
国
会
図

書
館
の
連
歌
合
集
な
ど
に
五
つ
残
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
富
山
県
立

図
書
館
志
田
文
庫
の
慶
長
五
年
七
月
以
前
の
「
な
り
も
な
く
…
…
」
の
夢

想
百
韻
連
歌
で
あ
る
。
発
句･

脇
は
夢
想
で
、
本
来
、「
な
り
も
な
く
か
さ

な
る
年
の
木
の
葉
哉
」
と
「
陰
は
か
な
し
き
庭
の
松
風
」
一
首
の
歌
を
上

句
と
下
句
に
分
け
て
、
発
句
と
脇
に
仕
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
を
詠

む
玄
仍
は
紹
巴
の
長
男
で
、
里
村
北
家
の
二
代
目
で
あ
る
。
こ
の
夢
想
は

玄
仍
の
夢
で
は
な
く
、
夢
想
を
感
得
し
た
連
歌
会
の
主
催
者
の
依
頼
に
よ

る
も
の
だ
と
思
う
。
そ
の
連
歌
に
、
家
忠
は
誘
わ
れ
た
。
き
っ
と
良
い
ス

ポ
ン
サ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
夢
想
連
歌
の
興
行
年
は
不
明
で
あ
る
。『
連
歌
総
目
録
』
に
は
「
一

六
〇
二
（
慶
長
七
年
）
以
前
の
成
立
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
紹
巴
の
没
年

を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
家
忠
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の
前
、
家
康
軍
が
会
津

討
伐
に
出
陣
し
た
留
守
、
伏
見
城
を
守
備
し
て
、
石
田
方
に
攻
撃
さ
れ
て

戦
死
し
て
い
る
の
で
、「
一
六
〇
〇
（
慶
長
五
年
）
以
前
」
と
な
る
。

⑩
『
白
山
万
句
』
の
発
端
―
消
え
墨
し
て
障
子
に
書
き
付
け
―

　

慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
一
〇
月
か
ら
翌
一
二
年
一
一
月
に
か
け
て
、

加
賀
前
田
藩
で
は
全
藩
あ
げ
て
白
山
社
（
白
山
比
咩
神
社
）
奉
納
の
た
め

万
句
連
歌
の
興
行
が
行
わ
れ
た）
20
（

。
慶
長
一
一
年
と
い
え
ば
関
ヶ
原
合
戦
と

大
坂
の
陣
の
中
間
の
時
期
で
あ
る
。
徳
川
方
か
豊
臣
方
か
、
結
末
を
知
っ

て
い
る
現
代
の
我
々
と
違
っ
て
、
当
時
の
人
々
は
暗
中
模
索
、
未
来
に
不
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安
を
抱
き
な
が
ら
両
陣
営
の
間
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
私
（
鶴

﨑
）
は
全
藩
あ
げ
て
白
山
社
奉
納
の
万
句
連
歌
の
興
行
は
、
家
中
の
統
一
、

前
田
藩
の
団
結
に
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る）
21
（

。
そ
れ
は
と

も
あ
れ
、
こ
の
大
々
的
な
万
句
連
歌
は
前
田
利
家
の
家
臣
北
村
宗
甫
が
同

僚
の
鷹
栖
明
宗
を
誘
っ
て
詠
ん
だ
夢
想
連
歌
千
句
か
ら
始
ま
っ
た
。
白
山

比
咩
神
社
に
現
存
す
る
こ
の
千
句
の
序
に
、

此
千
句
は
、
あ
る
夜
の
夢
に
、
白
山
の
神
前
に
お
ゐ
て
千
句
の
連
歌

し
く
、「
末
の
人
か
け
勧
進
し
て
こ
そ
」
と
申
句
を
見
奉
し
を
、

い
ろ
り
の
き
え
す
み
し
て
し
や
う
し
に
書
付
侍
り
ぬ
。
然
処
に
、
翌

日
、
大
納
言
利
家
卿
御
在
洛
之
比
、
東
の
御
方
よ
り
「
白
山
之
堂
社

と
も
破
壊
し
け
る
事
か
な
し
ひ
に
た
へ
給
は
す
、
い
そ
き
再
興
せ
よ
」

と
の
御
使
あ
り
し
に
こ
そ
あ
や
し
き
夢
想
な
り
け
れ
と
人
み
な
申
さ

れ
し
。
さ
れ
は
御
奉
加
と
も
数
を
つ
く
さ
れ
し
。
し
か
は
あ
れ
と
、

末
の
世
の
衆
生
え
ん
を
む
す
ほ
し
め
ん
た
よ
り
に
も
や
と
、
御
あ
つ

か
り
の
国
〳
〵
、
た
か
き
い
や
し
き
を
す
ゝ
め
よ
と
の
事
、
波
着
寺

安
養
坊
空
照
法
印
に
命
せ
ら
れ
、
い
く
程
な
く
造
立
の
事
に
な
り
ぬ
。

（
略
）
則
造
畢
せ
し
。
慶
ひ
長
き
元
の
年
丙
申
中
之
秋
廿
日
あ
ま
り
七

日
と
申
に
、
遷
宮
有
し
也
。
其
折
か
ら
、
此
事
と
り
お
こ
な
ひ
奉
る

へ
か
り
し
を
、
心
な
ら
す
過
し
も
て
こ
し
に
、
今
度
又
夢
の
さ
と
し

め
な
と
あ
る
に
よ
り
、
人
か
す
を
あ
つ
む
る
も
こ
と
〳
〵
し
け
れ
は
、

ひ
そ
か
に
鷹
栖
久
左
衛
門
尉
明
宗
を

ひ

な
る
心
〳
〵
を
五

百
、
二
人
の
こ
と
の
葉
に
つ
ゝ
り
、
御
宝
殿
に
こ
め
奉
り
ぬ
。
か
た

は
ら
い
た
き
事
共
な
れ
と
、
神
慮
に
ま
か
せ
、
嘲
哢
を
も
か
へ
り
見

ゆ

の
御
方
御

穏
に
し
て
い

久
の
奇
瑞

な
ら
ん
□
也
。

　

于
時
慶
長
十
年
乙
巳
九
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村
三
郎
右
衛
門
入
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
甫

　

右
の
大
意
は
、
或
る
夜
、
北
村
宗
甫
は
白
山
社
の
神
前
で
、「
末
の
人
か

け
勧
進
し
て
こ
そ
」
と
い
う
句
で
千
句
連
歌
を
始
め
る
夢
を
見
た
。「
末
の

人
か
け
…
…
」
の
句
は
七･

七
の
短
句
で
あ
る
（
後
の
千
句
は
短
句
か
ら

始
ま
る
脇
起
し
連
歌
）。
そ
の
頃
、
利
家
は
京
都
や
伏
見
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
宗
甫
が
夢
想
句
を
得
た
翌
日
、
利
家
と
と
も
に
在
洛
中
の
東
の
御
方

（
利
家
夫
人
ま
つ
、
後
の
芳
春
院
）
よ
り
白
山
社
再
興
の
造
営
を
命
ず
る
使

い
が
下
っ
た
。
造
営
の
使
い
が
あ
っ
た
前
夜
の
夢
な
の
で
皆
は
「
奇あ
や

し
き

夢
想
」
と
い
っ
た
。
白
山
社
の
造
営
は
慶
長
元
年
に
完
成
し
、
八
月
二
七

日
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
再
び
夢
の
諭
し
が
あ
っ
て
、
鷹
栖
明

宗
と
と
も
に
両
吟
千
句
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
序
文
中
、
目
を
覚
ま
し
た
宗
甫
が
夢
想
句
を
「
い
ろ
り
の
き
え
す

み
し
て
し
や
う
し
に
書
付
侍
り
ぬ
（
囲
炉
裏
の
消
し
炭
で
障
子
に
句
を
書

き
付
け
た
）」
と
あ
る
の
が
面
白
い
。
感
得
し
た
夢
想
句
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
書
い
た
具
体
的
な
記
述
で
あ
る
。

⑪
夢
想
の
漢
和
聯
句

　
『
連
歌
総
目
録
』
よ
り
摘
出
し
た
夢
想
連
歌
の
最
後
に
漢
和
聯
句
を
あ
げ

る
。
慶
長
一
四
年
五
月
二
九
日
、
発
句
は
漢
句
で
「
近
臣
依
日
色
猶
」。
こ

の
よ
う
な
漢
句
に
よ
る
夢
想
連
歌
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
挙
げ

た
ま
で
で
あ
る
。
夢
想
句
を
感
得
し
た
の
は
脇
を
詠
む
願
主
で
あ
ろ
う
。

法
橋
兼
如･

南
禅
以
心
伝
長
老･

東
福
不
二
庵
集
雲
藤
長
老
と
い
っ
た
禅

宗
の
僧
侶
が
連
衆
で
あ
る
。

五　

そ
の
他
、
日
記･

古
記
録
に
見
る
夢
想
連
歌

　
『
連
歌
総
目
録
』
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
私
（
鶴
﨑
）
の
関
わ
っ
た
資
料
か

ら
夢
想
和
歌･

夢
想
連
歌
を
二
、
三
挙
げ
て
み
た
い
。

　

文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
か
ら
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
九
条
政
基
は

直
務
を
行
う
べ
く
九
条
家
の
荘
園
和
泉
国
日
根
荘
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

に
下
向
し
た
。
そ
の
時
の
日
記
『
政
基
公
旅
引
付）

22
（

』
文
亀
元
年
四
月
二
八

日
条
に
、

午
剋
許
聊
付
枕
之
処
、
於
九
条
亭
御
料
人
之
被
沙
汰
発
句
と
て
夢
想

ニ
、

　

わ
せ
と
か
れ
日
根
野
に
つ
ゝ
く
入
山
田

尤
祝
着
了
、

と
あ
る
。
日
根
荘
に
い
る
政
基
が
、
京
都
の
九
条
邸
の
嫡
男
尚
経
が
「
わ

せ
と
か
れ
…
…
」
の
発
句
を
詠
ん
だ
夢
を
見
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

文
亀
三
年
六
月
二
五
日
条
に
は
、

今
日
一
段
天
満
宮
敬
心
之
日
也
、
又
此
寺
長
福
寺
鎮
守
天
満
天
神
也
、

仍
連
歌
百
韻
帳（

張
）行

畢
、
予
発
句
、
声
清
き
め
く
み
や
松
の
青
あ
ら
し

と
あ
る
。
二
五
日
は
連
歌
の
神
天
満
天
神
の
祭
日
で
、「
声
清
き
…
…
」
の

発
句
を
詠
み
、
連
歌
百
韻
を
奉
納
し
た
。
二
日
後
、
六
月
二
七
日
に
、

去
夜
寅
剋
許
夢
想
、
百
草
の
花
や
錦
の
手
向
く
さ
、
一
昨
日
之
法
楽

有
納
受
瑞
夢
也
、
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と
あ
る
。
夜
の
夢
に
天
神
の
詠
む
「
百
草
の
…
…
」
の
夢
想
句
を
感
得
し

た
。
一
昨
日
の
奉
納
連
歌
が
納
受
さ
れ
た
瑞
夢
だ
と
喜
ぶ）

23
（

。

　

慶
長
一
〇
年
（
一
六
〇
五
）
一
一
月
一
九
日
に
淀
殿
の
夢
想
連
歌
が
豊

国
社
に
奉
納
さ
れ
た
。『
時
慶
記）
24
（

』
慶
長
一
〇
年
一
一
月
一
三
日
条
に
、

於
豊
国
社
秀
頼
母（
淀
殿
）公

御
夢
想
連
哥
、
来
十
九
日
可
参
勤
旨
有
触
、
速

水
友
益･

吉
田
ヨ
リ
喜
介
有
使
、
則
対
面
候
、
奉
旨
申
入
、

　

一
一
月
一
九
日
条
に
、

未
明
ニ
豊
国
ヘ
詣
、
連
歌
於
神
前
在
之
、
大
坂
御
袋
御
夢
想
也
、
堂

上
日
野
前（
輝
資
）大

納
言･

広
橋
大（

兼
勝
）納

言･

勧
修
寺
中（

光
豊
）納

言･
吉
田　（兼

見
）二位･

藤（
高
倉
永
孝
）

宰
相･

平（
西
洞
院
時
慶
）

宰
相･

光（
烏
丸
）広

朝
臣･

季（
正
親
町
）康

朝
臣･

昌（
里
村
）琢･

友（
速
水
）益

朝
臣･

禅（
松
梅
院
）昌、

長
俊
ハ
山
中
山
城
守
也
、
景（

里
村
）次･

元
偕
、
時
直
ハ
執
筆
也
、

…
（
中
略
）
…
申
刻
ニ
満
、
又
如
元
立
テ
先
所
ニ
テ
食
ア
リ
、
魚
類

也
、

と
あ
る
。
こ
の
淀
殿
の
豊
国
社
夢
想
連
歌
奉
納
に
つ
い
て
『
舜
旧
記）
25
（

』
に

も
詳
し
い
。
慶
長
一
〇
年
一
一
月
一
九
日
条
に
、

十
九
日
戊
子 

天
晴 

於
社
頭
夢
想
連
歌
百
韻
興
行
、
於
大
坂
御
裏
様

申
来
也
、
則
御
袋
御
夢
想
也
、

　

春
駒
や
若
草
山
に
立
出
て　
　
　
　
　
　

御
夢
想

　

お
も
ふ
事
な
き
事
そ
う
れ
し
き　
　
　
　

同

　

長
閑
に
も
な
る
や
心
や
さ
そ
ふ
ら
ん　
　

御（
淀
殿
）願

主

　

雪
と
け
け
ら
し
軒
の
た
ま
水　
　
　
　
　

吉
田
二（

兼
見
）位

　

霞
よ
り
釣
簾
に
光
り
の
さ
し
う
つ
り　
　

日
野
大
納
言

　

袖
に
ま
ち
と
る
半
天
の
月　
　
　
　
　
　

広
橋
大
納
言

　

暮
過
る
道
の
か
た
へ
の
秋
す
ゝ
し　
　
　

勧
修
寺
中
納
言

　

な
ひ
き
あ
ひ
た
る
霧
の
村
竹　
　
　
　
　

藤
宰
相

　

八
句
之
分 

如
此 

連
衆

日
野
大（

輝
資
）納

言･

広
橋
大（

兼
勝
）納

言･

勧
修
寺
中（

光
豊
）納

言･

藤（
高
倉
永
孝
）

宰
相･

西
洞（

時
慶
）院･

烏
丸
頭（

光
広
）弁･

正
親
町
少（

季
康
）将･

執
筆
　少
納（

西
洞
院
）言時

直･

山
中
山
城
守
長
俊･

松

梅
院
祥（

禅
）昌･

逸
見
友
益･

昌　（
琢
カ
）

脈･

景（
昌
俔
）次･

大
蔵
大
輔
元
偕
、
以
上
十

四
人

と
あ
る
。
生
前
、
秀
吉
が
建
立
に
力
を
注
ぎ
、
後
に
霊
廟
と
な
る
豊
国
社

は
、
慶
長
七
年
一
二
月
に
炎
上
し
た
が
、
再
建
さ
れ
て
慶
長
一
〇
年
一
一

月
一
二
日
よ
り
秀
頼
女
房
衆
が
豊
国
神
前
で
七
日
間
の
祈
祷･

大
護
摩･

千
度
祓･
巫
女
神
楽
廿
一
座
奉
納
、
一
八
日
に
は
七
日
間
の
御
祈
祷
が
結
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願
し
た
。
結
願
の
次
の
日
、
淀
殿
の
夢
想
連
歌
奉
納
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

最
後
に
『
月
照
寺
明　

石

柿
本
社
奉
納
和
歌
集）

26
（

』
の
内
よ
り
、
近
世
後
期
、
天
明

二
年
（
一
七
八
二
）
の
夢
想
和
歌
を
紹
介
し
た
い
。
藤
原
良
徳
な
る
人
物

の
奉
納
で
あ
る
が
、
序
文
か
ら
は
夢
想
の
和
歌･

連
歌
が
信
仰
と
深
く
結

び
つ
き
、
奉
納
に
さ
れ
る
過
程
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

人
麿
明
神
へ
年
々
月
々
歌
よ
み
て
奉
り
け
る
に
、
多
枯
の
浦
の
そ
こ

さ
へ
に
ほ
ふ
藤
な
み
を
か
さ
し
て
ゆ
か
む
み
ぬ
人
の
た
め
、
と
い
へ

る
神
詠
に
も
と
つ
き
藤
の
題
に
て
、
多
こ
の
浦
の
そ
こ
さ
へ
に
ほ
ふ

そ
れ
な
ら
て
あ
は
れ
は
か
け
よ
や
と
の
藤
浪
、
か
く
よ
み
て
此
道
に

志
の
年
有
る
事
を
歎
き
告
け
奉
け
る
夜
の
夢
に
、
ま
さ
し
く
も
神
慮

よ
り
一
首
の
歌
を
給
ふ
と
見
る
。
そ
の
ゝ
ち
又
思
ひ
は
か
ら
す
も
、

頓
阿
の
彫
刻
之
尊
像
を
得
た
り
。
是
に
よ
り
か
れ
に
よ
り
て
、
お
も

ひ
め
く
ら
せ
は
、
年
月
の
感
返
な
ら
ん
と
仰
け
は
、
い
よ
〳
〵
高
き

お
も
ひ
を
な
し
ぬ
。
よ
り
て
夢
想
の
歌
を
一
字
つ
ゝ
わ
か
ち
て
、
人
々

に
も
請
ひ
、
み
つ
か
ら
も
よ
み
て
播
州
あ
か
し
の
み
や
ゐ
に
奉
納
し

侍
る
、
其
こ
と
は
り
を
誌
す
。

　

夢
想
歌

　

し
き
し
ま
の
和
歌
の
浦
人
な
れ
を
し
そ

　
　
　
　

あ
は
れ
と
は
お
も
ふ
と
し
の
へ
ぬ
れ
は
（
中
略
）

天
明
二
年
壬
寅
仲
夏

　
　
　
　

前
和
歌
三
条
西
亜
相
公
福
卿
門
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
良
徳
謹
書
之

ま
と
め
に
か
え
て

　

本
誌
関
西
大
学
『
国
文
学
』
101
は
関
屋
俊
彦
氏
の
退
官
記
念
特
集
で
あ

る
。
関
屋
氏
の
ご
専
門
は
能･

狂
言
で
、
舞
台
に
は
夢
幻
能
の
世
界
が
広

が
る
。
私
も
夢
想
和
歌
連
歌
を
テ
ー
マ
に
執
筆
さ
せ
て
戴
い
た
。

　

今
、
心
理
学
の
広
瀬
隆
氏
の
お
勧
め
で
ア
ン
ド
レ
ア
＝
ロ
ッ
ク
著
『
脳

は
眠
ら
な
い
夢
を
生
み
出
す
脳
の
仕
組
み
』）

27
（

を
読
ん
で
い
る
。
新
し
い
心
理
学
の
傾
向

が
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
専
門
分
野
が
異
な

る
と
こ
う
も
難
し
い
も
の
か
と
思
う
。
し
か
し
心
理
学
が
フ
ロ
イ
ト
や
ユ

ン
グ
の
時
代
よ
り
大
い
に
進
歩
し
た
と
い
う
こ
と
は
痛
感
す
る
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
や
中
東
戦
争
に
出
陣
し
た
若
者
た
ち
の
心
理
的
治
療
の
た
め
に
心

理
学
が
急
速
に
発
達
し
た
と
い
う
。
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
科
学
的
な

心
理
学
、
夢
の
研
究
な
ど
で
新
し
い
学
問
が
進
む
こ
と
を
願
う
。
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〔
注
〕

（
1
）　

鶴
﨑
裕
雄
・
福
島
理
子
・
広
瀬
隆
・
中
川
謙
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
夢
」
と
の
対
話
―
連
歌
・
文
学
・
心
理
学
の
視
点
か
ら
―
」『
国
際

理
解
』
42　

帝
塚
山
学
院
大
学
国
際
理
解
研
究
所　

平
二
八
・
九

（
2
）　

以
下
、
勅
撰
集
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
一
（
角
川
書
店
）

に
よ
る
。
た
だ
し
適
宜
、
仮
名
を
漢
字
に
変
更
し
た
。

（
3
）　

以
下
、『
万
葉
集
』
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
二
（
角
川
書

店
）
に
よ
る
。
な
お
『
万
葉
集
』
の
夢
の
歌
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
帝

塚
山
学
院
大
学
の
「
国
際
理
解
サ
ロ
ン
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
注
1
）

に
お
い
て
フ
ロ
ア
ー
か
ら
『
万
葉
集
』
の
夢
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
神
道
宗
紀
氏
の
ご
指
摘
に
よ
り
、
私
な
り
に
急
遽
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）　
『
袋
草
紙
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
29 

岩
波
書
店 
平
七

（
5
）　
『
俊
賴
髄
脳
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
87
『
歌
論
集
』
小
学
館 

平
一
四

（
6
）　

小
沢
正
夫･

後
藤
重
郎･

島
津
忠
夫･

樋
口
芳
麻
呂
『
袋
草
紙
注

釈
』
塙
書
房 

昭
四
八
。

（
7
）　

連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録
』
は
昭
和
六
〇
年
（
一
九

八
五
）、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
始
ま
っ
た
「
連
歌
資
料
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
処
理
の
研
究
」
の
成
果
で
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
明
治
書
院
の

刊
行
で
あ
る
。
種
々
に
利
用
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
緒
言
に
い
う
よ
う

に
「
一
種
の
歴
史
資
料
目
録
で
あ
る
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（
8
）　

伊
地
知
鐵
男
編 

古
典
研
究
会
叢
書
『
連
歌
百
韻
集
』
汲
古
書
院 

昭
五
〇
。
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
風
間
書
房 

昭
四
二
、
金
子
金
治

郎
『
宗
祇
の
生
活
と
作
品
』
桜
楓
社 

昭
五
八 

に
も
こ
の
序
文
の
翻
刻

が
あ
る
。（
江
藤
保
定
『
宗
祇
の
研
究
』
は
跋
文
）。

（
9
）　

鶴
﨑
裕
雄
「
室
町
時
代
の
紀
行
文
に
見
る
天
神
信
仰･

太
子
信
仰

―
宗
祇
『
筑
紫
道
記
』
と
三
条
西
公
条
『
吉
野
詣
記
』
―
」
武
田
幸

子
編
『
太
子
信
仰
と
天
神
信
仰 

信
仰
と
表
現
の
位
相
』
思
文
閣
出
版 

平
二
二

（
10
）　

こ
の
夢
想
百
韻
に
つ
い
て
は
、
古
く
米
原
正
義
氏
の
『
戦
国
武
士

と
文
芸
の
研
究
』
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
脇
を
詠
む
藤
松
は
氏
輝

の
息
子
か
と
考
え
た
が
、
氏
輝
の
息
子
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
私
（
鶴

﨑
）
は
当
時
の
習
俗
で
あ
る
男
色
で
、
氏
輝
の
小
姓
か
と
も
考
え
て
い

る
。

（
11
）　
『
綿
考
輯
録
』
出
水
叢
書
1 

汲
古
書
院 

昭
六
三

（
12
）　

鶴
﨑
裕
雄
「
古
田
織
部
の
連
歌
と
茶
の
湯
」『
茶
の
湯
文
化
学
』
23 

平
二
七
・
三

（
13
）　

片
桐
繁
雄
「
慶
長
出
羽
合
戦
」
花
ヶ
前
盛
明
監
修
『
直
江
兼
続
の

新
研
究
』
宮
帯
出
版
社 

平
二
一
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（
14
）　
『
最
上
義
光
連
歌
集
』
第
一
集
〜
第
三
集 

最
上
義
光
歴
史
館 

平

一
四
〜
一
六
（
片
桐
繁
雄
氏
解
題･

解
読
）

（
15
）　

鶴
崎
裕
雄
「
三
河
国
人
連
歌
か
ら
天
下
の
柳
営
連
歌
へ
」『
地
方
史

研
究
』
381 

平
二
八
・
六

（
16
）　
『
訂新
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
四 

続
群
書
類
従
完
成
会 

昭
四
〇

（
17
）　
『
東
照
山
松
樹
院
称
名
寺
開
山
ヨ
リ
歴
代
年
譜
』
愛
知
県
碧
南
市
大

浜
の
称
名
寺
蔵
。
鶴
﨑
裕
雄
「
三
河
の
国
人
連
歌
か
ら
天
下
の
柳
営
連

歌
へ
」『
地
方
史
研
究
』
381 

平
二
八
・
六

（
18
）　
『
家
忠
日
記
』
増
補
続
史
料
大
成
19 
臨
川
書
店 

昭
五
六
。
な
お
近

年
の
研
究
書
に
は
、
盛
本
昌
広
『
松
平
家
忠
日
記
』
角
川
選
書 

平
一

一
、
久
保
田
昌
希
編
『
松
平
家
忠
日
記
と
戦
国
社
会
』
岩
田
書
院 

平
二

三
（
19
）　

鶴
﨑
裕
雄
「
家
忠
連
歌
の
変
遷 

―
雨
乞
い
連
歌
か
ら
京
連
歌
へ

―
」『
駒
沢
史
学
』
85 

平
二
八
・
三

（
20
）　

棚
町
知
彌･

鶴
﨑
裕
雄･

木
越
隆
三
編
『
白
山
万
句
―
資
料
と
研

究
―
』
白
山
比
咩
神
社 

昭
六
〇

（
21
）　

鶴
崎
裕
雄
「
中
世･

近
世
の
地
域
支
配
と
和
歌･

連
歌
の
奉
納
―

白
山
比
咩
神
社
奉
納
『
白
山
万
句
』
を
中
心
に
―
」
地
方
史
研
究
協

議
会
編
『〝
伝
統
〞
の
礎
―
加
賀･

能
登･

金
沢
の
地
域
史
―
』
雄
山

閣 

平
二
六

（
22
）　

中
世
公
家
日
記
研
究
会
編
『
政
基
公
旅
引
付
』
和
泉
書
院 

平
八

（
23
）　

鶴
﨑
裕
雄
「『
政
基
公
旅
引
付
』
に
見
る
詩
歌
」
小
山
靖
憲･

平
雅

行
編
『
荘
園
に
生
き
る
人
『々
政
基
公
旅
引
付
』

の
世
界　
　
　

』
和
泉
書
院 

平
七

（
24
）　

時
慶
記
研
究
会
編
『
時
慶
記
』
臨
川
書
店 

平
二
五

（
25
）　

史
料
纂
集
『
舜
旧
記
』
続
群
書
類
従
完
成
会　

昭
四
八

（
26
）　

鶴
﨑
裕
雄･

神
道
宗
紀･

小
倉
嘉
夫
編
『
月
照
寺
明　

石

柿
本
社
奉
納
和
歌

集
』
和
泉
書
院 

平
二
三

（
27
）　

ア
ン
ド
レ
ア
＝
ロ
ッ
ク
『
脳
は
眠
ら
な
い
夢
を
生
み
出
す
脳
の
仕
組
み
』（
伊

藤
和
子
訳･

池
谷
裕
二
解
説
）
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
講
談
社 

平
一
八

（
つ
る
さ
き　

ひ
ろ
お
／
帝
塚
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）


